
ステムザ IBB □哪置 


TRK-8030 ¥43,800 


興き再現 0 


mm/cm 


楽しむお 


クリアで'ナチュラルな音質の実用 
最乂出力 4.2 W (2.1 W +2.1 W 、 
EIAJ / DC ) のパワー。 12 cm ウー 
ハー（中低音域用化 3.5 cm ッイー 
ター傭音域用)採用のスピーカー • 
ステムカミ再:現するリアルなパワー 
サウンド、心ゆくまでゎ楽しみくだ 
さい。 

• FM / AM 2 バンドラジオつき 
•(クロム/ノーマル）テープセレクター 
採巧 

•フルオートストップ 
•外部スピーカー端子つき 
(別売り APS -80) 使用 
鲁ラインイン、ラインアウト端子、マイク 
端子 （ R 巧、し用を I 個)つき 


■お相 DC:9V (ホ 1X6> AC：I00V 50/60Hz カーアダプター(別ぶ々 D-70) ♦大きを賠 41-2X 為さ 25.6X 奥け12 (cm) ■まさ 5.0 kg (を;尼化をわ） 



組楽睐が 

ノぐディスコ803 0はシステムアップできるラジオカセット。 
専计]外部スピーカー （ APS -80) の接続により、迫力 
あるステレオ•サウンドカミさらに倍増。また、プレヤー 
( HT -320) を接続すればレコード昔楽も楽しめます。 
( MM 形カートリッジイコライザー MCE -70 が必嬰） 


■寺川外部スピーカー、 APS -80 
別ぶり2本セット¥11，800 
争レコードプレヤー HT -320 


別たり¥25,800 ( レコードプレ 
ヤーを巧統するには MM お力ート 
リッジイコライザー < MCE -70> 
別おり¥4,500が必變で寸） 

A 上の巧巧はステレオハ•デ'イスコ8030をシステムアップしたらのの一例です。 


品質を大切じする〈技術の日立> 


HITACHI CASSETTE RECORDER| 


HITACHI 


月立を巧:贴おは巧をな〒阳5東:今:都;涅区函新巧日•に旧ぶを若別館) TEL (0 リ 502-2 MI 
日立クレジット巧まをな〒105まをが逛区西勤语2-巧-12旧なをを別巧 ) TEL (03)503-2 M I 


★カセットレコーダーで録音したものは、巧!人として楽しむなどのほかはき作樓ホ上、権が者にお巧で使用できません。 ★巧丑;カセットレコーダーのな拉 gj は必、ずも'をけとり"：;•さい。わみ、上がの房に、妨売 

★商品のお問合せ、クレジットのご相談、カタログのご I 島ホは、わを < の日立のまを品あな店へわ気巧じどうデ。 巧を、ご巧入年ち日が記入されているかを、わ巧かめじなり、大切に保存して <ピさい。 







































IHF 主催アジア地区 

INTERNATIONAL REFEREE COURSE 報告 


口本ハンドボール協会審委員長隅前義春 


IHF ぶ新しい制度にょる閔際審判員の養成(講習とテスト)コ 
!スは、が年末ョ！ ロッパをはじめ各地区において開賴されている 
アジア(極東〕地区で開，催されるのは、今回ボ最初である。な下-六 
月 S 日の世界女子選手植アジ T 巧表決を戦の期間に併せで巧なわれ 
たこのコ！スの口程、内容等について報告致しまず。 

晒挪前年6巧3口開講 A 資梅 


期間 

(3 口〜9日心7目間 
媚催 

場所 韓固*ソウル巧 

講師 IHF 菩剌雷養 

ホール ■ E ■.リング 
IHF 審判員 

Q ■ボルスタット 
TJ ■ H ，ラ""おン 
攀加ぶタ サウジアラビア2を， 
タウた f 卜 i ぶ"香强 
2お•お湾？ぶ-韓国 
巧を • B ぶ：：を. 

〔計抓を^ 

(.円去からの参加を：：：{お醋魄光 
■脚酣義燕—佐韓如夫—光島躁雄 
郵野^^ • を货正典 • 奔避実 ■ 千 
野.恒ホ，が上蜡【•曲中武一■島 
揖房 .11) 

日程•内容 
阿赛-日(日 V 。) 

¢>9時〜9時 W か開講巧 
(.携楼)百韓一:®会を長を春が 
曰 1 HF を務摇畏マックス■リ 
ンかンバ—ガ —0 1 H F 瓣判垂員 
畏力.ール • E •クング 
で日睹 W み〜 W 時細.か 
詣議‘：…固隙害判貝の粗緣 、 nl 
K 、 税お思則の改正について 


①年令如〜 W ホ 
⑤3年間の同巧経験をもち 、 B 
齊格に登蟲されテストに <搔 
しをければをらないピ 
屬 A 資おだけが箇際競技を阻.当 
することができる。 

B 資巧 

@函階患判員の候補者である。 

©乎兮.姑す城下。 

③各国巧においで-審判員と，して 
を歸され、悲利員としての.記 
疑がなせればならない。 

〔 IHF 站 B 酌格加ら A になるた 
めのコ ー K として、地域コ‘！スを 
網催する。これら A 赏格の中から' 
如？抓ペアの蒂判員を指をして、 
-^<コ1スを銷他ホる。まコ！ 
スには、加盟甚国の審判委 
員長もお席する。 

£过ドはホリン.ピッグ掘催年に 
準じて、4年殺は競；揀媪則 Q 改正 
をがなわないことになっている。 
しかし、この中央コ 1 K では兢な 
媪則の則解を熙めるた地の(を〕 
をつ弓ることがで吾る。 

——親巧の競仗媪加は一九 A 一年 
まで変更はない——〕 

マぶ時 W か/ U 時如な 


講議……競お規則 i 〜3 
▽巧時〜 W 時靴分 ‘ 
女でアジア予選第一戦(韓國 g 台 
湾)……見学、：5時 W 分ょり計議 
◎第二0 (.6 巧4 In ) 

▽9 時〜 U 時如か 

講議-…競披瑞則3夕 S 

▽巧時〜 W 時がか 

女子アジ了予遥(日木^,甚稱)… 

…：.見学、巧時 W かょり郭歲 

◎第吉自(日月日円〕 

▽9 時 W 時茄み 
講講……競お摧則 S/ 巧 
時〜 U 時即を 

ぺーパ ー テスト CFY :; 間屬は昨 
年のコペンハーゲンにおいで開 
催されをコ t スにおけるも 
のと同じであった(機闡紙挪号 
で掲載巧を) 

▽3 時 W か〜巧時の々 
実投テスト…(龙缸•狩野)各ぺ 
ア ー が接ハ—スを抵当。 

V3 時ぶみ〜 S 時 
各ペア ー に対する摧郭 
一時 f が時 

女モアジアず還 ( H 本 W 韓国：^ 
:…‘觅学 

◎黄四曰 (6 巧？日…6日はが養 

旦 

▽9 時〜 W 時如か 
講議.：…親技嚴刖巧〜扣 
ぺ！ パ 1テスト (A ■ B 」 

VU 時〜 U 時那か 
ホぶテスト 

而巧阮化み〜巧時ぶか 


——「ハンドボ I ル 」I 

が年ぶ巧号〔第施音〕呂み 
t-hkf レフユリー講裡会知ら 

■，ここ I ，こ I ■■言 i 1 

巧界女子遵ホ糖アジア予選 

参加報を . .S 

第二一回な本りーグ前期. 

前半結を ：：.. 的 
プレスル ^ ム -… ：が山巧：細 

日本リ - i ダ来年もをチ f ム 

制で； . ‘的 

濁みトピックス . * . 的 

を地学生..…：….•：こ .•：；§ 

インターハイを地予選 ，；. . 辦 

〔表紙写真〕 

日本り！ダ かも、 男で、木田 
対日新、 サイドから ゴ]ルをね 
らぅ木巧、 EHI スが藤淫手 0 










































巧シックス」は寸ニツカ、‘ジイテイオ、ジェレンクが合がしてをまれたせ界の総合スポーツ巧だロメーカーです。 


-ツは世巧のことば 


asKs 



巧と力の極限をミ I き出す。 


"ンドボール鼓巧の、‘勤ぎ"を潮底的じを巧 
免口えてあ新の科早をとり入れて創りあげた 
《タイガー® A ンド)はプレーじめごとなほど 
フイットしどのような献巧のプレーにを 
思いのまま無く速く勒くことがでまます。 
ブレーがまきる実戰用一《タイガー頃ハンド>で 
さあをおを齒んでください。 


囲 

Onilnika 


巧' jWK 


/IW が化 


/、ンドボール L 巨 

•巧はな度ま革洩巧、底は/ンスリップ巧巧赶障な 
■。じ费のホニツカラインを•サイズの. 5— 扣-0 
巧军小お M M 曰,〇〇〇 


巧谎巧巧リの 


実段テスト；手野•奔藤〕、径 
か-島山.。 

各ペア！にがする批評 
V じ時時 

みで T ジ下予達 f 、 锥四 W ムロ裤) 

-…’.見学 

馈第五曰('ら巧8月. 

V 9 時？化時那か 
謂歲…，：兢巧瑞則 U 
0：=：時〜 U 嗤甜み. 

ベ（パ ] テスト (C ， D ) 

一> 巧時ぶか fig 時 
ホカテスト，：：たを間走 
|>巧蜡ぶか、 fK 時 
をペア{に対する批評 

D > 提〜が時 

ホずアジ了ず遷(日木 TO ムロ寶 
……見学 

◎第六 S (6\9 H なが口) 
w 9時〜9時郎分 
講惑就な風則全般について 
時！ W 時抓み 
% ' ^パ1テス.卜 〔 E ) 
で5時如み/じ時如々 
普疑応辖 

摇插 

VW 時如が/お時如な 

ホー。ンゲ I ム 

0巧時のを時 

レブュリ]コース參加者へ泌'参が 

龍授与と受険者 (B 贷あ)に対し 

A 讶裕への諸ち昔の投与。 


|>け時）^時ぶか 

女子アジア予通思終戦〔日本^留 

曼……見爭 

総括 

I H F が斬しいシ K テムをなち 
おしで、昨^から地域測のレフ 
エリ J コ；スが關かれている。了 
ジア地域においてもすでにアラビ 
T 地域，において昨年睹鹏されでい 
る。 

今凹は、こめ普味でアジアにお 
ける二回曰の®椎といさことにな 
るが、アジ . T 全域からの春加者が 
一堂に会したことに意寒がをる。 

コ|スの逍巧は、日程に徙って 
寸ベて 1 HF 報判要員長ホ T ル* 
E I ウンダ巧にょって巧なわれた 
コース0向容技、巧！^コベンハ 
!.ゲシで邮摧きれお中をコ I K 
(磯闕紙师—遞号にて掲载〕と同 
じもので、 ぺ！ パ—テスト•体力 
テストおょび赛利技術テストが巧 
なわれを。体カテストの中に巧み 
聞まぶ加えられている。 

ず回のコ IK をお了して、アジ 
了地域にも多くの A 資格曹刺圓が 
誕をした。このこと自体ホいに著 

ばレいことであるが、この中から 

I H F •郎制委員を田指名を受けで 

中央コ！ K にお席できる蕾判員を 

そしておぶ透手稚火会、オリンピ 

ッタ大会にアジ 了. の、- S 未の碟判 

員ボ逆を化くことがかの&にな 

るり 


またを爾のよぅ 
な T ジア地区予虽 
は、了ジアの曹刺 
員によって'行なわ 
れるべきであろぅ 
3本の A 替格語 
を者は.なの通りで 
ちる。 

光島磯雄 C 大阪 } 
狩野幸介(お曼 
がみ化典〔神崇 
川) 

斉蹲実(出擊) 
モ邸恒ま(山點〕 

なお大塚哭繩巧 
はな颗のため参加 
できなかったこと 
が残なである。 






















IHF アジア地区レフ Hu — コ—ス 巻加報告 


斉藤実 
千野恒夫 


報おにさきだって、今同の I H 
F ホ催レブ正リ^ — n J ス餐加にあ 
たりまして、を屆の寧_誠の諸兄か 
ら熱赏患るご变慶を腿りましたこ 
ぶにつ壹、祇上をかりまして厚く 
お孔を巧し上げます。 

さて、今の韓同のソウルホで間 
.かれたコースは、樂セ回世おも乎 
ハンドボ！ル通手植大告ア巧アず 
遵がソウルホで酣催されるに去た 
り、この大会 H 程にをわせてアジ 
T 地区 IHF レブてリ r 撰補者を 
襄め、 6 月 3 曰から 6 リ- 96 安で 
巧なわれましたで 

雜槽圈、雖国をはじめタュ^卜 
•サウジア-ブビヤ等码がが受誰し 
日本からほ、，安糜純光•岡前義赛 
，お野が夹の IH F レフ t :リ E 3 
皮と光嶋瑞雄、狩野？、をが正 
典め巧と昇廳、千野のレフムリ— 
候補者とオブザ t バ T としてな巧 
馬云萃巧〕、が上•巧中(福這 
切を巧が U ぶが齊加しました。 

講师は IHF ル！ル■レフムリ 

1要員を委貴暖、がール • E • 。 

ング巧'〔ノルウで—〕でアシスタ 
ントとして^^ 了ジ了ず迈レフで リ 
1 のキビンド•ボルスぶッ it - 巧と 
ジ . 3 ン • 扫•ラ—ゼン巧(ノルウ 
ュ J ) の 2 氏がをたった々 
こめレ 7 了りーコ I スの-巧容は 


一、 ル] ル霸の講義 

二、 彈話テスト 

一二、锋判找硫の評廊 
四、がみ テスト 

お、試合敢ぴをの釀卿お術見学 
一坂做を逍「て諮明します。 

A ルール解釈についで V 

JHF の專克と H ぶ揣会の解釈 
には巧遍点はをくをりませんでし 
たボ、轉に誠明のあった点をまい 
てみまず。 

〇ル—ル i 〔满肢屬) 

辽、交替エリアは、この範巧を越 
えてはならないという意睐でライ 
ンを跳んだというのはセ J 7な 
b 、 両チ！ムのベンチは、記撼席 
かを交替怔置の限界線をおるのに 
邪渡にならをいように、まをサイ 
ドラインから步くとも1抓雕すこ 
とが望ましい。 

.〇 ルール3 ( プレーヤ ー〕 

( U ストには戰っでいるが、勃 
格のないプレ I ャーが程ん L たこ 
とに对する例題。 

チ—ム A 4 は2か閒の追場を命 
ぜ.をれたが、逊掘悼閒犯秒残って 
いるときコ 3 卜にとび化し 相ホの 
得ぶチャンスを駐疏巧為でつぶし 
た。 どういう 赃鼠をとるか。 
a 、 この贴直には時間がぶ要なの 
で、まず巧を吹いて タイムアウト 


をとるべきで，ある。 
b 、 昭らかな稱点チャンスをを則 
でつぶしたことにがして、相キ于 
!ムにペナルティ K 口 I が与えら 
れなけ-おばなをない。 

C 、 辞格のない A 4 がコ I 卜に入 
いり反がしたことに对して A 4 ほ 
追放されなければならない。した 
が「で A チ—ムは、残り..時間1を 
少ない化盤でゲームを髓ける。 

d 、 A 4 の技則時追場に相当する 
プ レー でをるから、ブィ]ルドプ 
レーヤ]を1ぶ2み隅追墙させる 

e 、 A 4 の逍場時間は、まだ挪秒 
雜っているので赛にもぅ1々なめ7 
ィールドプレ！ヤ]を那砂隅追攝 

させる口 

この結果、 A チ f ムのブィ I ル 
ドプレーヤ！は、競お背邮後如秒 
間は 3 おであゎ、 2 か後に日を、 
すなわち GK を含めて 6 あで残り 
呼間を賴載する。 

(リストに載「てないプレーヤ 
I が得入した靖ん口】 

チ I ムはリストに载っでい 
ない。この AM ボコ t 卜に入いゎ 
反則した場なには， AW は失格、 
コ]卜 上の フィ] ルドプレ t 卡 I 
1あを2か間逍場させる。 

〇ル^ル 4 (競な暗間) 

バスケットボ—ルや T イスホッ 


ヶーと異り、 A ンドボ I ルはロス 
タイムも競肢時閒に入っているが 
実糖.©プレータイムを f 做少きせる 
ことのないようぶ要に忠じタイム 
アゥトをとるべきでをる(ベホル 
ティス pt 脾め環キの交替、ポ] 
ルが遗方へ巧った攝4气淳吊■退 
靖，央ぉ姐埋で時間がぶ要な時等 
)。 

〇ルール日福手に巧する動作) 
全ホを通して I 番人助なル—ル 
である。 

な、閒いわか手の-手ちから先を座 
用しでボ！ルを落す0は鼓いが、 
同じ丽いたがホでも、麻を振って 
荡したり、指光で突くのは反則で 
.ある。 

b 、 攻擊澗のブロ‘ックプレ！、ず 
なわちホプストうクトでは、白な 
め身体の幅を掠げて相 V モの動重を 
曲止してはいけない(，艇を拓げて 
ブロックするのはお則)。 

C 、 相手ゴ^ルが無人でシュ—卜 
子ヤンスであるとき、相をチ]ム 
のな則でチャンスを迦っしたとき 
は、たとえ目枠コ[卜であっても 
べナルテ^义口]が与えら-れねば 
ならない口 

d 、 レフエリースロ J は、レフエ 

り—に判をできなかった と 見なさ 
れる こと もあるのであ-まり 多くと 
るべきでない。 

ルール G の 7 と 巧の6见び：：！；の 
8の関連は重取であるのでよくが 
巧しなきい。ぶ、了タッタチ]ム 


Q チャ]ジンダはよく見える化鼠 
をがめて動きをさい。またその摇 
両チ—ムの接邮で駆が相手に入い 
る犧な嵩合には磐尝•退墙■逼放 
をと，リ なきい。また、 フリースロ 
— 時の3 m 離れる..ことについても 
同じです。 

0 ル— ル S (ゴ ー ルキ f パ！。 

GK のユニホ—ふの色での実刺 
で、韓国の GK は青、 FP は赤、 
日本の GK は赤、 FP ほ白で基録 
したが、日本 0 GK に赤を消すた 
めの‘シャツを若せ、锦罔 FP と民 
別する贴暨をとっていました。 

0 ル]ル U (コ I ホ 1 K 口！) 
片足が ポイントにあるならば， 

地め化は魏採墙巧外の-どこでをよ 
% 0 
ん 

〇 ル 1 ル 巧 ( フリ I スロ t) 

アドバンテ—デについてな-帮 
むづかしいところで去り、巧の6 
をよく読み、理鮮し考えねばなら- 
ない。 又、 WG 8 ととく照らしを 
せでコントロ —力した街を吹くベ 
き」でをり、この巧ぬ- . G と；2；の8の 
逼用が良いか選いかによ っ X 、上 
手なレフ H リーと言えるかどぅお 
岛かかれ目となる。 

0 ル 1 ル WC ペナルティ K 口 t ) 
a 、ぺホルティスロ！を巧をを瞬 
スロ I 了 I Q 媽陪ついで多少ル！ 
H になっているが、スロ] T ! Q 
手からボ[ルが離れる酣にボイシ 
卜斯胜がをから-離れたがをか、ミ 
インを踏んだかどぅかをよく見な 











學' 


を レー-^ 、、 


さいり 

b 、ボイ‘ v 卜の-担を野邱の投手の' 
上ぅ忙副か寸のは反則だが、槛ろ 
足をポイント忙して前おをダラン 
ド上を擢つで動かすのは反別では 
ない。 

じ、ペナルティスロー時のプレ T 
ヤ？の植置は、鹽 A のよぅに化冨 
しで.よい。 


幻ル 1 ル L (レ7エリ]スロ I ) 
レフてリ！スロ！時の. 巧进 の と 
〇方の改正 (7 リ]スローラィン 
か近で巧なう場な、玻撃側もフリ 
1 K ローラィ.ンの申に枯經するこ 
とができる)は、ス 々 Ht デンか 
ら捏崇され、どちらのボ—ルでも 
ないのにーチ！ムにのみ場剖が加 
'えられるのは不を现だというこを 
か％ 

0ルー品〔誓趣スロ丄 
フリ t スロ I を岂ぐ時、おり-な 
がら K ローしてしまう端なが.あ-る 
が、やはりに虽を岡定しわ状態で 
スロ—.させる.べきである。 

0 ル]ル巧(：レフユリ—タイム 
キーパ I スコアラ--) 


a 、 プレ I ャ I がレ.フェリ.* —を悔 
尊する言粟にまどわされず、堂々 
と判•拒すべきであり、そめ梅辱を 
自なでかぶづてしまう遍單はない 

b 、 非驰±的に林、相ホ逆手 
にがするもの成びレフュ y ; にが 
するものがあるが、レブでリーに 
姑す.るものについでは、戲然たる 
擢度で.迫放し.なさい。 

C 、 レブユリ—の判をにがし、 n 
!卜に入らんなかり.にしで文旬を 
言ゥ場八口があるが、輕を、尖格な 
どで她理しなさい。したがってレ 
フュリ[は，コ[卜 のみでな く、 

Y ンチをも見ながら-巧を收くベき 

である。 

d 、 のの也は今回改正したルール 
でぁるが、ず造の日か Q 退場を若 
えると、ほとんど使われていない 
したがづて非紳丄巧な為につい 
では，早めに失格をとり、ラフゲ 
—ムにならをいように努めるべき 
で'ある。 

6、2人のレブてり一は、互に意 
志の城適をはかり、パ]タナ！巧 
み野を犯して判をすることがない 
ように剪めなさい。 

f 、 ゲ '1 ム中レフェリ]はコ ー ト 
を扭ていて、ベンチの一人が相手 
乎 t ムめコ I チを殴っためが判ら 
なかった蛹を1タィムキ J パ]ボ 
レ了てリーの植瞄を越えて典输を 
宣することが出来る。 

g 、 G 技の額にボ T ルを当てるこ 
とが即お惹でをると判洁ずること 


には脚錐他が忘るが、 GKQ 湿に 
ポ I ルボ当り倒れ、ボ I ルは7ィ 
I ルドに慰り、そのボ t ルをもぅ 
一渡シユ E 卜しよぅとし.ている場 
かには、 GK が觸れた時点でタィ 
ムアゥトにすべきで-綻段：再開-巧 
法は、ボ J ルが， n ! ルエリア巧に 
あるときはゴ！ルスロ]、ボ^'ル 
がブ ff ルドに房れなレフ H り！ 
スロ ーで披める^ 

h 、 宵をめ画数についてベンチか 
らクレ]ムが化る端かもあるが、 
この場合には即タィムアゥトをと 
り記録涼と相対すべきである。 

i 、 失格よ逍放との-相遥点は、失 
格は、コ ー ト外の畢にち遊巧でき 
るが、遍放は、ブレ—ヤーに因み 
適用するものである。 

A 運論テストについて V 
全部で孤問巧意され、そわを W 
問づつ -3 口間で巧な々た。瓣.つか 
の.醉答の中からお答を運拆する型 
式だったが、なかなか抵許な款問 
で、ル—ルブブタをよく蕭み、し 
っかり把暖し、穎通していなけれ 
ばと改めて撫じました。 

A レフエリン•ダについて V 
一、 センタ I レフエリ[にな'った 

場をは全体がおえる位爵をずめて 
よく動会なさい。動かをいと自か 
自身がふ逊的にだら-けるもとにを 
るり 

ぶ、ゴ t ルレフユリーにをった 
据八 M ち前後おホへの移動を忘れず 
に。 


二、上体を丽傾した蟹寶、すをわ 
ちお則を撰すような樂舞は、自か 
自身熙嚴してしまうという点かを 
もがましくない。レフ ユリー は反 
刖を结つけるのが：！阿ではない.の 
で動’き每いリうプクスしたを'勢で 
腎理すべきである。 

一二、酱尝•退摧跟びべルー K イス 
口 [等 Q 判定暗には、2人がその 
ブレ—卞 E 、 患るいはぺ十ルテイ 
スロ！ライ A にかけ寄り、2人が 

一致.して刊定したことを示しを'さ 

\ 0 
V 

四、 些告•退場を聞拒しわと查に 
は、棠をとさをに記蟲肺に阻施に 
番号を知らせなさい。このと尝が 
耍をらばタイムアゥトをとりなさ 

五、 得点詔おは、おンターレ7で 
リ！とよく極諮して笛を斬きなさ 
い。したがって3人のレフユリ J 
は常に目で息ホを雖雜しをいなき 

、ジ： 

六、 レフ.ふリ I のジユズチャーは 
白か自身が判っているのでは意味 
がない(ル！ルブックに載ってな 
い點逍したジェスチャ]を极用し 
な.いように】。プレーャ I 见び多 
くの観戒にほっきり判るように明 
確に、大きく示すべきであ' る^ 

わ、出来辑る限り2人が拙扣禄を 
相るようにおめ巧苗をがらないよ 

さに.で' 

例えば网 B めように、ちンター 
レフエリ T ⑩は、③でおきた反則 



Q 化當をおすために移動したなら. 
试、ゴ t ルレフ王り r ①はそれを 

見てずぐに盛に移動し死巧を作ら 
おいようにする。この移勤は1同 
_サイド呀みからゲームを社ゐこ 
とがないように、睹々行.なった方 
がよい。しかし、対約棘を作るこ 
とが跑対时ではない。よい滿野が 
搔ら-れるよ.うに，ゲ E ムの裡格 • 
チ I ムの等で愤陛めとりぶを 
考えなさい。 

八、 ペナルティスロ！悼の七ンタ 
[レフエ印1の虹露は、(潤 A 眷 
欄) 

a 、 全体が見えるとこら、 

b 、 シユ t 夕 E が見えるところ 
を補たホ拉爵をとるべきである。 

具おもには、ペ六ルティスロ [ 
ラインの延長線上でフリ I 只口 — 
ラインめ外侧、逆にシユ！夕—を 
お視ずる柳に柿置するの.ボよいと 
思われる。 

九、 レフエリ E の' 揣當の交化は、 

5々を目安としているが、早みに 
j 父巧するの-がよい。 

h 、 苗の璧去で、一苗判舊 
















菊して、一つの吾で職くこと、ピ 
ピッと二つの宵で哄くのは、活に 
重さが感じられず、框瑪をホぅこ 
とにもなる" 

十一、®の育の大きで、どの制定 
に甜しても丈きな昔で蚊くと、麗 
手にがするぶ理的影普がぁるので 
気をつけなさいた 

卜 1 1、 H リ了杆おの - 配則は.(時に 
ポストマン..とそれ を マ！ グする . 者 
〕、たとえ读ボ—ルが動いていで 
を笛を吹いて、反則で患.ることを 
遇をにおしなきい。恃にポ I ルを 
持たずに、エリアがぶに虫りをん 
だプレ i- で T を辕ろから驶尝弧な 
す巧為は即遇塌きせるべきでぁ-る 
十一二、遲手のを凰の閒違い(お盘 
に不正化置に居るぶは如 ) は、お 
す ことを 第 Iとし'、 即熙則としな 
いことゥ 

狀.上が、谋際の號技運巧で現わ 
わた事例に封する解积をびアドパ 
ィズですが、最観にヮ A ダ巧は、 
統拔閱姑から.5巧化の間に、白か 
の判を基準をしづかり遇乎にぶし 
ラフゲ J ムになをないょぅに、ク 
リ T ンでお術の高いハンドボ I ル 
にしなければならないと力論して 
いました。 

八 体扣デストについで‘/ 

体カテストは、四日： n の午前中 

と、五口目の午後とに分け、図1 

〜図4をホ育籍でで前+時かを、 

にみ間を〔夕—パ E テスト〕を、 
午後二時から-側 M トラツグを化い 


実施し ました□体巧絕で Q 四 極 H 
は.、タイムレ J スぶ巧で、^み閒 
走は、おったお離で、それぞれ年 
巧に忠じた基準がもぅけて.をり、 
その基準よ〇早けれな(距離がい 
けば}ポイントを抽葬、遲ければ 
ポイントを城じるホ法が取られ；襄 
した。 

(図主 

センターラインと如 M のマ—夕 

に向けて、 巧き は. 前 向を力をで、 
祿りは.パタク Q 全力まで、 gM を 
.1 满にまりタイムを驰定します。 

園 2 ) 

關向查走でホ回の夕] * v を化え 
S 力走" 

〔図3 ) 

スタ.. 1 卜から.ゴ ！ ルまでサイド 
义テップよ、からゼの向当な夕！ 
ンごと変えてもないし、装えな'く 
ても良い目冉ですが、クロ！ KK 
デップは禁止 
(図 4) 

前向きぶで図示のよぅにお M と 
が M め中—ルコートを一気に欄 M 
をカム。 

〔にか間共} 

刪 M トラッブを使い U か潤で、 
どの位のお離ををれる：.かを蘭べま 
した。蝴よげ^浦姐—恥ホけ励 M 

如ず巧は誦 M が基盤.距離でポイン 

卜は、モれぞれ如ポイント。刷 M 

が単をでポ 1 イントの加おされる 

これを の体カ テズト を実爲 して 
みての感おは、秦加者が苗：ハ：！同音 


「其しい」といさことでした。レ' 
ブリ—は、適よ「と間じように毎円 
廊力 Q トレ r 二ぉダがぶ密である 
ことを痛感いたしました。又、パ 
ッタ走の走り者をワンダ巧円から-- 
示範しま L たが、»を張り〔禮を 
が「で均いけをいご至ふをうしろ. 
にかけた走りは视野を化くし、ぶ 
早くとれる。ホり-でも耐祀するぶ 
要も嫌じました。 

な上が今凹の受譜で得た内容で 
すが、ごれを通して惑じたことは 
両おが同時に地而に.社れることは 
ないのではないか、などというミ 
クロの'を論ずるより、いンド 
ボー北をどさいう嚴技にしでいく 
か、のハンドお]ル思想を黃で賴 
立していくお要があ-をのではない 
かということと、前の講習受藤報 
當で、蛮藤挑化巧中犬綠文雄巧が 
力詔していた謂学方の閒题でず。 

今回は、アジ了地域ということ 
でぶ崎雨気嫂尚の{ィンズ•ブラ 
ッシュ巧が迴訊してドをいました 
が、某ろときに英えない淋しさ， 
質問できないもぶかしきを瓶濟に 
惑じました"やはり掠術即値と並 
巧して，語学即權の'が霞を実磕と 
して得できました。 








































































こんなとき便利な 

阁キャッ么力ート; 


日常のぉ引き出しじ… 

カード做で現を白動まお、巧からホおじ 
現金が引き出せ主す。通帳も'、ンコらい 
りません。サイフがわりじご利巧を…。 

時間外のぉ引き出しに… 

ダイワの外贈：:面したキヤタジュづーナー 
や田マづのコートで瓜平旧午後日時 
出罹午を2時まで贸をが引き化せます。 


ごが張やわ買物のがじ¬ 
ん袖かけ先で現金がご入用 じなった とき 
ダイヴのを啤こあるキャッンュコーナー^ 
巧マータのコーナーがわ役に立ちます。 

贈与のお弓[き出しに… 

洽みおを制をご株巧の堪をは、わ給巧0 
の朝から力ードを陡って引則せます。 
廣きまもご自ち近くのダけでどうぞ…。 


の7わ，ッシュみードは傍な口を蜡活巧金） 
をごを楠のかこわつけしています。わ如 i じ 
わ中込るくどさい。 


漂金ち 

fifi も ，I 


あなたと明日を 


大巧銀巧 


田マーヴのトナ-で i 进迈挪かこより、わが巧り巧巧が異なる巧が化Iほホまた、 U •巧口た主び訪綱巧のか虽日はわ刺 a いしま化 la 


















第 7 回世界女子選手権アジア予 
選全日本女子代表参加報告 

—韓国遠征から" ■ — 


窮 t 回世界女子連手権ア 
ジアず遵にがずる今後の 
問題点 

団畏現地宇吉 
我々環手理は、新痒制のもとに 
約1年を經て(か宿は約讯艮脚) 
アジ T 予灌に出锡したが、掠おは 
日本八ンドボ—ル補会発あ说来初 
想でアジアを選において敗遇した 
これは我ホスタッブめ^不肚、 
甘い考えにより脫超したものと育 
巧を磕じている。それまでには、 
いろいろの方より薛国の国估、そ 
の他間披、大学、睾巢団交疵より 
推寮しての—よりあ转.は受けて 
いたが韓国の强化がここまで遮ん 
でいわとは扭としで甘かったと考 
えさせられお。今回、韓国を訪れ 
て思ったことは K ポーツのみでは 
無く、あら呼る爭柄についていえ 
る。令後、我々ハンドボールを击 


2口宿育ま 

約が日潤であった。 

〇実業団の実が 
約 W チ—ム 


〇練晋時間 

午後練習又は、 S 終了を 


ず'辛としでは、これからの強に化 
ついて強力な砸策が泌要である。 

强园チ I ムのゲ！ム廣開は S 本 
的な.もので非常：に K . ピード Q ある 
ゲ）ムお関で澗々の冠をが八ンド 
ボ I ルを良く迦解しているよぅに 
盛じられる。今回の太会は B 本に 
対しでは、ナショナルではあるが 
造がな社(丈田)遇手のみのナシ 

-ロナルがスタ]/ンバ！であクた 
情報についてはを日ぶチ t ムの酱 
欄人デ I クが韓同側に进おさわて 
いを。だが、我々、今回就戦し、 
某が今回では出たが、まだ完全に 
差が出たとは思っていない。今沒 
の强化の施策によっては、充分対 
姬批来るものと髓信している。今 
回、ただ我急なのは、だん，.だん認 
子を上げて來たが、その嚴終を宿 
でおせたよクを力を巧し来れずに 
お退したのが残をでをる。 


C 肆国】 

U 月〜日月まで 7 力月感 - H 日 唯 
を除いて合宿した。 

3チ—ム 

(4 月ょり、全渊に農搬具 会がが 
か但商瑕を巢ををみれ て 発をし 
た。) 

井をは、昨年な岗体で高被孩勝 
ハンドポ f ルが化事である。\ 


S ち 

每が 業の-彼祐葉具と罔じで あ 
を。 

〇高枝•太単 

実損より推崭 して靖闺がここ数 
年連滕 している。 (履が 薄い〕 

〇憾人巧 

一部の者は 稀种も強く 自情を持 

づでい るり 
〇スタミナ 

を辜の関係が 前斗は捏いが後半 
スタミ 十が 無い。 

0情 報 

日本は才 J ブン過ぎる。 

〇言 產 

都お語が 禪読が 来ない。 

〇開催地 

日本では 數で人 も A つたととろ 
でゲ t ムをして いない。 

〇を 事 

韓式 ぶは、 洋食 ボ まで 南る'々穂 
つであまり. 含 孤が無い。 

〇宿 富 

今回は新随 地で 柯の 変化もおく 
お 行が ホテルで愛化が 無く 気かお 
がが 巧 おなか「た。 

0チーム構が 

違孽 i 


\従って会おのれ事は巧なってい 
ない。 

他の企業の質金べ IK より遙か 
に高鉛で‘ある。 


(層が潭い) 

をが的に個人巧は日本谨ホより 
上であ-る0 

丽、儀ザを通じで裝化は髓い。 


替国め情報は入らない。 

日本語が露出畢ち 

中単虫—简お化を動員し興暫し 
た墙巧になる心 

地元に有利 


見方が〕判をでは、今後の强化ぁ 
び圉巧ゲ]ムによる钢れにより戸 
迷うようをことのなき上う聲判の 
ホ々もパネル A にを格されたお々 
もぞいことですので選手靖化•宴 


.韓国との問題点比較 


举独チ ー ムに補拙 


今回の大会より見て帯判間駐 ( 
判定が層いとはいっていない ) g 
本では反則したおがお利であるよ 
ぅに思われているが、今同の童卿 
を見て今まで 0 H 本的〔をだけの 
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Create Your New World with ACCORD 



公ご!！％ 

年問最活 秀白動率'貨ま貨 

市ーブ *7 コードら) t - S . 


ACCORD とは「調祀「一致」です。 

機能垂視、人間な重、をして環境保梓。 
こうした テーマを 苗; L 、巧:元:で調和させました。 
夕巧选 * 多呂的に余裕をもって活巧できる機能と 
乗る人り。情に课くマッチした 
快遮さの実現です。 

大人の感篇で齡あがた車。 

あむたむ身の新しい化巧を削造する串。 

をれがホンがアコード'です。 



M ゆとり t 調和のアダルト•力一 

/ICCORD 

CVCO 

おす B-SJ • をを 412501 ( EX - LX ぶし)，をお L の Om. をち1別 Om ‘ 
枯巧 2^3Min ■松ががルが〇田议1ぶ Om‘CVCDK 巧4ホイタル盛をI 
4な窃か i じ•おがを ai, 班 0CC •吊を-化力のが巧30日 rpm. 吾大トルタ 
IZakg で/が0的而•巧。 21km" 巧连ミッシ 9 ン车 SOkm/h 左雌走斤 
f ぇ卜楠]，のモードが 巧 10 L 5 W " 遇粉片 まま姐)■凹をストラット 
ぶぶ 姐 立 おを >51年 ホ 化ボス坊圳迪 を 申。 



本田な研工業 ㈱ 鈴鹿製作所 

=重場鈴鹿市平田町19日7巧く0593 >78- 1212の513 














判お衙が相協ぶし今後の遇を趣化 
にがびつけるぶ要がある。 

プタザーて棠 

山本福け 

おを遇ホ楠への巧蜡おが辟國の 
手中に觀ちてか^一週間糸りめ吕 
が過ぎた。 

まるホ巧二目^化口まで、韓国 
で朽なわれた世巧遇手贈了ジア予 
選は、閱懼闺韓同の4戦'全路とい 
うぶ屬で鞭了した。巧年から約一 
年闆、このアジアす運のために奉 
わで来たな宿もぶの泡となってし 
まったわけだ。 

わがを R 本チームは、六月一吕 
午後二轉一一十五分大歐発ゆ JAL 
で敝地韓国へがって化発しお。韓 
国への迹征はおにとって二度同で 
あるが丽凹と巧摇、多大な観客、 
いず城援面.には鶴ろかされるばか 
りだ。た。歌南り、聞手安り、声 
操あ巧で帝判©笛も閔きとれない 
理の協援ぶりでムめる。しかし、を 
の勇むな硫援に捏が域むというこ 
とはなく、かえって間孟が場いで 
くるのを穗じたし、辄論韓.岡に员 
けるなどとは予想外の扣$であ 
った。をの瞄がに島けることはな 
いという白負ががとりになり、辨 
一回目のが围徵では、丽半9 " 7 
でリードしでいたものの機半終了 
暗には山-巧と逆転されでしまつ 
た。とうなるとな阿の対輯離では 
どうしでも石ぶ造で勝た.なけれ d 


ならなくなった。5点葉/5点差 
日点莲/頭の中は 5 という数字 
が禪を卷いていた。結厨六ち九口 
の-第一;回が韓徵も日点差で腺つど 
ころか U - 巧‘で禅因の聴刺に錠ね 
っでしま「わ。截丰中推にはいる 
と、世界遇手權の山溃権は得られ 
ないまでも今後の日本ハンドボ I 
ル养のために一点差ででも聴ちた 
いと幡命になったが、力取诚ず試 
な終了の巧が.喃った。 

败閒としでは、やはりホブょン 
K にしでちデイフェンスにしても 
過去 一 年間の合宿でやって来たコ 
ンビブレ—が試亩で化せなかった 
ことだろう。それに試か前から-臨 
督の棺ホが出でいたにも拘わらず 
损後まで善判の巧に牺れることが 
が來なくて、ホブょンスではチャ 
1 ジソ ダに化ぐ チャ！ジン ダ。 ま 
たディ71ンスでは數妻くのベ 4 s 
ルティブロー古ちえる結果となっ 
てしまった。 

平均年令十九すというおさめ酷 
国チ I ム。実業团にはい？てから 
本が的なハンドボ—ルを身につけ 
でいくという現状の日本。お連が 
世巧逆ず龍への巧撮権をホ離した 
ことで1また一つ口本に課せられ 
た雜問が増えてしまった。 

韓国遠征をふり返って 

立む電機丸山かよ子 

お巧還手撫の出場権を日本に排 
つで怖れず皆様方の御期待に涼う 


ことができなかつたこと.は、#常 
に残盆です。 

变字どおり、試合は、释国と日 
本 Q 兢りないでしたが、けつして 
勝てない相ホではなかつたと嵐い 
ます。をれゆえ、ょりおまれてな 
りません。 

試合をふり遍つ てみ ると、を試 
合を近して前後、鞭半とも立上が 
りが强く、前半は、$ぁたりか 
ち，ぺ—スをつかを、韓国戰でもり 
I ドしていをがら、槪半立上がり 
で、たて搞けに程点きれ、自分垂 
のぺ t K が化れで、シュ—卜まで 
いかをいぅもにミスで終わる ヶ ー 
K が著くなり、結巧、最後まで、 

ぺ IK がつかめずに目減した結お 
になつてしまつた。啤度の試をで 
は1立上がりがいかに 火 切か，】 
点を守り抜くことがいかにむつか 
しいかと、痛切に溫じられまし.把 

また、曹判の判をのし兄にも、 
多少まどわまれたことも事斐だと 
思います。しかし、をの园その閨 
をの人その人で、判をのしぶに遥 
いがぁります。やはり、早くモの 
時の盡判のくせを知り、それに応 
じたプレ]をしなくてはなもない 
と嵐います。 

轉鬧は今回で一^阿ですが、観鞋 
が多いことには、常に 鑑 かされま 
ホ。称に韓国と Q 或をがある時は 
一層多くなり、ベン于の靑、まし 
てや、ブ レ！ している人间 .芯の 黃 
も削き取りに くいくらい 観声が上 


がります。こんを堪象な、日本で 
はまずないことです々しかし、.こ 
ぅいぅ現藥が、一日も早く日本に 
誌れることをがりたいのです。 

w 本ビタダ^ —輯木はる子 

初めての酒外遠征に、不安•期 
梓の安帮でした。しかし、ただま 
ん然と韓固へ旅立ったわけではな. 
く、アジアず遗を隙も故いて、チ 
ふコの本大会に化場する目的があ 
っをのですかを、音を感ち私の胸 
にずっしりと占めていました." 

数争くの合‘怕を電わで、日本于 
1ふとして私- M もバストのが‘態 
で臨んだのですが、結果は不ぶ盘 
に終り、本太会への-山撮は断ち切 
られました。 

さて私たちの放れた原因は、日 
本のお家岩と昔われている速政の 
于ャンスがみなく、梢手テ t ムに 
速ながあったことです。枯掃は、 
守備力の強化がぶ要だとい*ッこと 
を極じます。ず擺さえよければ当 
能述玻も山るはずです。決勝の韓 
国戟で、後ザまでがホのホカを維 
掉することが出来なかったのは、 
黄身の防御 S のみに盾い症まれ体力 
的に、又！^的にスタミナを’消耗 
しでしまっ化から-だと思います。 
防禦た愚くまでも攻擊のための防 
經でなけれをなら-ないと思いまず 

今回の遠征で沢山の驭避があり 
ました。をの一つとして、いかな 
る場合においても白-かの力を小み 


に誰揮し、それをより長く持続し 
なけれがならないという事です。 

最後に若モの昔成をもっと真別 
にちえ、できるだけ多く指堪しで 
いただ尝、まを通を自身も、‘！！姑 
の. ポ y シ ョンは 誰にも滞さないぞ 
という気持ちを挣「て、 R 頃の嫌 
晋忆も榻楠的に瑕り紐むように〜む 
掛けでほしいと思い車す。 

IT ぶビタぶ—加廳藥显ず 

それは忘れもしない趾めみ月九 
日。对窗岡に扣点差をつけで勝た 
ない限り、ホ TI コへのが挣が手に 
<いらないというーホ，を後にがけ 
をい辭迫したム—ド0割を迎えた 
日でした。 

茜一戦を前半リ t ドしな-がらも 
坡半あれよあれよという間にを椒 
せをれた. ケ！ ぶが多く「エッ、 こ 
れで PT ク」と藝において述い 
が全じ、チ！ム.卒来の玻醫的を防 
贊ちしだいに露け身の型にならざ 
るを得なかった。をの述いが攻擊 
のリぶムをも報し"巧と加しなく 
ゃがという徊々の気拇ちが裳 m に 
でてしまい、チャ—.ジングずシュ 
—卜のなち'急ぎなどと盤髓環を繰 
り也している間に、韓聞は蕃実に 
得為を巫ねてお.り，‘兒がいお時に 
は II ;点；^試を終丫の街がおかれ 
た磕じの柯とも被张の盟いゲ t ム 
でした。が、しかし貴けたとはい 
えまだ私達には第二驟にをてをか 
けるだけの少しのががあった事。 


ふ」れは嚴槪の猎とも肯うべき'*フ 
才 ITS ? ゾョン"を逝停して击っ 
.たことでした。 

ミ t ティンダも充分にや「た。 
儀に白み連めべ一 K さえ描 さなけ 
れば班がに 5 点差は た 丈まだ、ぁ. 
せる ずは 化い と.！！ かに 晒 一が をかけ 
る'ようにしで" ready ピ] ザ 
の笛を間いた。"さ去これから-だ 
'，ボ义卜やサイドからの PT をと 
りに雖}^にわり込ん ザくるの.にが 
しては酷ん どず りきれ たの'で，' ょ 
し、 これで 防禦 もを， 拒しできたわ 
ぞ かと思う やをや、^さること 
ながら 今度は ミ K ル や フリ] スロ 
—で强引忆上から なち£ く「でき 
た。 日^と 遥い 豊かな ジャンプ 
力と誦 ぶなホな のスホップでがつ 
ので、 愚 初のう ち-は その 蜡でコー 
K をつぶして ずって いわのが、 得 
点される とどう してもシュ[トモ 
1 シ s' ンに対して前へ つめざる を 
得ない が 霜に なり、 ホストが おく 
と. いラまん まと 熟の 作離には まっ 
でしまった。 をれ も 帶巧玉【人に 
しでやられたり という感じです。 
な擊は召舞店是 来めおを使ったボ 
! ル展聞ができ、要所々々 でサイ 
ンプレ t が姑んど 完全に班ぃ型で 
巧まったのがずになって 思えが、 
せめてものなVさみだったと思い 
ます。駐連が‘が死に孰いで 得点ず 
るめにがしで、 韓国には いとち 簡 
単に我々 の 防惩の 蛮を 突き破をれ 
たと言うのが 就合をおわっての倍 


ら ざる 気持ちです。 今まで阐腰試 
なボ 終わる度に再われていた*防 
愛力"が、いよい 上 了ジ了予透に 
まで l:H われるのかとが考えた くを 
いが、 やはり現実は妻び しい。今 
搜口本が T が 了ず理を勝ち抜く 捣 
には、上巧はもちろんの事、ーゲ 
I ム 7 ルに 動ける又タミ于と、桐 
々の パヮ！ 了ップが愚も必要条件 
どなる ことで しょう。 叉、今大会 
を 通して一番感じた奉は、 日本の 
谦判との f 巧，の違いでした ぶ ち¬ 
ょっとでも身体接削し ようものな 
らば、すぐに反則の巧が恥 かれ 1 
ややもするとィエロ{力1ドがを 
場したりで……。よくゲ I ム關姑 
後五分間位で相手の励きと同時に 
，苗*に慣れろと言われますが、 
今大会程姑終なじめなかった苗も 
珍しいとがいます。 

景捷になりますが、ハン ドボ ー 
此關係各化の愚に添う事ができず 
に、前記のよさな結果で終わりま 
した事を深くおわびホし上げます 
次代を担う簿型諸君の巷锁を迎俾 
しでおります。 

グ アジア予選を終えて" 

ブラザ！工業ル森久里を 

骑固に聴ち—通手植へと いう 
夢、というよリ贵巧を感じて日本 
を発ちました。 

私にとっては始めての韓国でし 
た。他の をん なは _ 度はきた害の 
ある上地だし、先§もま年 かを 


皆商め国 怯らしきものをどを 再 学 
にだかれていたの.で、試がに贵巧 
を 感じでとはいえ帯ち黃いでいた 
と思います。 

はっきり貴って、まさか負ける 
とは思って いなかったので、みん 
なもきっとどこかに、お易な気诗 
ちがあっおょ弓な)巧がしまず。 

金的での な 宿が終った時、廚掠 
化の 黄ず と 試‘ 昔をしていても姐，み 
にこをしてきたから-、といさ筑持 
ち も あ- 「たし、ジャスコで 最終的 
な 謂整には いったのですが、をこ 
で 調でが嚴くても、まあ腿てるだ 
ろうという考え' 方で、 自か連ち 遇 
めできたずが 今になって棲悔され 
ます。 

择國とム n 湾の試ををみていても 
まき か、ペスト-^ンバ T とは 思い 
ませんでしたが、觸てるという a 
掃は 充.かにありました。 

口 本と韓 聞と 婚めで就合をして 
自 けだしてから 甘い ちえぶに苟が 
いで試合が終「ゎ掉=-にはとりかえ 
しのつかないち，をしてしまうわと 
いう 觉择 ちとかの 韓暨 假では聴で 
るだろうかとい弓不去でいっぱい 
でした。 

二 試を 目の 韓固戰までの隅、逝 
骑に腮たなくてはという 事と五点 
差で という 事で 蟲がい.っピいでし 
た。 二 試な 目 Q を湾戟では、点を 
とら-なくては、という罰拇が先に 
たって、ミ K がとても同なちまし 
た。 


韓国の チ ー ムが速なでおを取れ 
ば政るほど私達杉をを拉わなくて 
はと思いました。 

了エリ f の度には篤韋ました 
/ルゥ H1 ⑩害 判と いう亨でした 
が、 ml ロッ パの試会惊 もっと 殿 
しいものをのに、 本当にず ぐ暫告 
がをたえられるのです。柯か思い 
きってできなかった事がとても壞 
念でず。 

おの謂子が重い を 先化あが言わ 
れてましたが、，： m みでそんを 事は 
ないといいながらも、 ホ 活が愛わ 
った 寧で我張 盛がなくな「ていた 
上うな.気がします。 

一年 閒 ほとんど変わった#のな 
いパンパ— で 練習をでってきて、 
それが、最觀的'にそのタンパ ー で 
試ををで呈なかった事も残念です 
が、パンバ t 1 が-難え ると チ！ムカ 
ボ下がるという 事で ちいけない と 
思います。 

ホリン ピプク の時も聽 じたので 
すが、 遇 手層の 關顯 'それに溢‘験 
すおめ 間逼 など、殺多くあると思 
います。でもまずは村ょりも、獨 
手のやる気の問題だと思いぉず。 

今鞭、韓阔もずな 上に力を つけ 
てくるだろうし、 T ジ T から_つ 
という世界への道ちきびしいもの 
にな一/てくると思いますが、おく 
て、体格0いい 環を を早くみつけ 
て、そ切通 手 連がやる気を出しで 
常にが遮して努力するべきだと姑 
います C それには、もち-るん.協会 


の人违の力や関係者の協力もぶ 棠 
になっでくると爵いますが、日ぶ 
のハンドボール界がーホとなって 
世界への遁を作「ていくべきだと 
思います。 

今回の遠征については充が にな 
巧し、をチ ー ムのみなさんの 協ぶ 
にに深く§ し ホいと思います。' 

どうもすみませんでした。 

世巧選手 複アジアず 選に 

あ場して 

ジャス コ 松 下 じ 票 

こ0予淫は，今までの成粮をく 
つがえした結果に祕わ「て 来まし 
た。 

茹涅、を日本が取り阻まおて約 
一年、 黑多の姉化合宿を路て、こ 
のを日本の掘の满祀でした。 

ひとリひとりの自覚『何とし で 
もテ H コ巧の切粧お手中に/』と 
いう気持ちで乗り込みました。 又 
過去にもアジ了ず 遇の 為、韓段へ 
誌れたことはありましたが、 あれ 
からの題 国の 成長ぶりをわからず 
自分達の閱隐絹較といっても、実 
醋コ E 卜の中でブレ t するより、 
ベン于で見て*これが匯瞭試合な 
んだヴという赛辨罰を党えただけ 
の者も少なくないので千‘ •それが 
積牡的に盛巧感をたいなものが、 
個々にお-ったと窓います。 

大会は、 6/3-^ 日 / g で， 運 
をく、常 一 截のお 国を 鹤のゲ]ム 
を攝戦でき，于 I ムの動き、メン 
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バ—もか々なりともわかり、 ほっ 
とする面も苗りました。奠階白か 
谨がゲ I ムをや「で館-に、レフ 
ムリ] にとまどい重し化。' 阔内の 
大会では、ホウルディング-プッ 
シンダ的な巧則がすべて曲ぶ 口 •遇 
場，双、ポストマンのジャンプ カ 
ををかしたシユ ー トのつぶしが、 
すべてペナルティ、どれがチャ 1 
ジで、どこまできげばぺ少ルティ 
か？、 という判断がさまぎまだ っ 
たように思います。だから、ディ 
7ぶンスの患たりが ー タイ ミンダ 
邁いので、エリア近くまで入られ 
ライン.円防ぎょを破られる中 t K 
がほとんどでした0 

ちケ]ムが姑まれば、最初の5 
がで相ををよめ。.*とよく言われ 
ますが、巧ホを上む より、レフ K 
yl を知ることのぶに気をとられ 
たように思いまず。 

5日の 韩肖戰を おとし、 望みは 
9 日め最帷戦、それには 5 点差均 
ハンディが南り、チームは沈禪ム 
] ド。ど ゥにかして，日本 独扫の 
連. いパスで； の 口— リングブ レ—、 
フホ ー メー シヨ ン ザレ ー で 梢手を 
動かす、まを、ディブエンスを 南 
すか、いろいろミーテインダし、 
辅駕の 中に も取り入れてやりまし 
た0 

日日、畔前みからのゲンム、 
こめ貝もずごい観衆で、レフ Hu 
I の苗、ベンチ0声、プレ！して 
いる培んな2でを 間 こえない。こ 


れが圃蜡試をのム ー ドをんだが、 
それ胤上に、错んなぶのことを意 
'誤している面があった。特に後半 
は、ボ r ルを持ちすぎる ケ ース、 
点を取ることに走ってしまい、 デ 
ィプエンスがおろをかになるケ] 
ス、などで逆に相手に加点されを 

をれにしでも、錦国のバネのを 
る ボス， トシュ—卜 には幾ろいた。 
ゲーム中にはかなかったけれど、 
アップめ 畔など、誰でも スヵィ プ 
レ！ をこなしで いた。 

これからは、限られたメンバ] 
だけでなく運手層を括くし、海外 
遠征をやり、多くの聞臨麗験を辟 
み、 誰がゲ]ムに山ても巧定した 
チーム0力が出せるよぅに爾張っ 
で 欲しい。 

不本意な成靖で申し 罰ございま 
せんでしを。 

K 本ビブター穂橫黃保ず 

六ぶ ill R かを 開かれたアジ了す 
遠、日本は一戦： IE が四日の中国戟 
でしを。ナシ- コナルが 新たになっ 
て、がめての国瞬試をで、化だし 
が驴 しつまずきましたが、まず ま 
ずの 試なだと思いました。次の日 
韓国 戦では、 会場全おが、国を上 
けての 肢德で、 頌から 声援で巧え 
け けられるよぅでした。註な肉寐 
は前半まあ-まあでしたが、を ホぶ 
ち上り巧点にされ、逊ぶされてし 
まいました。これで日ぶは、韩国 
二回 戦； m はぶぶ差で锦聞に滕たな 


いと、了ジア巧衆には なれない、 
苦しい棉黑 になってしまいました 
中国戦は 剔としで、韓段に かける 
对持で 頸の中が 一 ぱいでした。最 
終日韓岡 戦では 前半、 日本めペ ー 
スで試な が 進みられていました が 
後半、 ブ レし か雜 になり、 逆点さ 
れ 、完敗してしまいました。 試な 
を 振り返ってみて思ったことはや 
はり、一人一人の 持って いるぶを 
山せ なかった こと、霄利 のぶ 方 ( 
ペナルティ I の取り方。 窜巧、 遇 
場の取り方) が廣後まで、 白 かた 
ちに を 別に持「て 巧け なかったこ 
を、 今まで何度となく < n おを 重で 
きたのに コンビ プ レ！ がで 尝なか 
ったこと 、気持が焦る ことにが し 
で 口ほど 厄が 動いて いなかった こ 
とだと 思います。最徳 におが感じ 
化 ことは、韓国、中国 互いに 二； 年 
拙ょりな髓でップしでお.り 韓国な 

どは、 ョ I ロッ パの ハンドボ—ル 

を 取む 入れて おり， サイド シュ— 
卜 、ボス トシ ュ] 卜な どは、 今 ま 
で Q 辑国 とは特に造って いました 

これからの日本の ハンドボ！ル 
は、 もっともっと、 国陪的に 通用 
するブレ r を 身に がけ.で だきたい 
と思います。 

アジア大会でのな省 

立 百竜踐 紀野杂 々菓 

二度目の韓国での アジアず堪で 
をる a ちよさど 四年丽、同じ形で 
,1 户鸿 、幫 罔と 対戦し，当時、 背国 


に封しをれほどまで電要被され て 
はいませんでした。この四年の隅 
ハンドボ]ルに 対し、 他© スポ[ 
ツな 上に みを入れているという事 
を 巧に し、 そして、ここ 二〜 111 年 
を 円本 ジュニア、 がをと预菩試合 
を巫ねているが島けわ、と言う敲 
をを間きながら、今體、 S ぶは尝 
しくなる だろ ろと いう ホ插がこん 
をに 早く こようとは思っても 見ま 
せんでした。 別に 甘く見でた訳で 
はない。 長い問、 この予還を離ち 
抜く為、みんなで 力を なわせ 、 S 
しい八日宿を 重ね、 このおを に.瑞ん 
だのですが、 世界 遇手権の切巧を 
を渡して しまいました。 

プレ—の 幅が 井 常に 伸びている 
ポスト、サィド攻擊が萬かった。 

ル t ズボ3ルからの 述 をの振随ボ 
非 帝に 早い。 ををしたプレ I を 身 
につけてい舌した。 この 大会で 一 
晋據じた華といいます と、 暑刊に 
よ.「て、こんなにもゲーム质測が 
遥っで 来るものなのか、まるでパ 
スケット 部であります 。エリア 巧 
でシ rl — 卜体帮に入れば PT スロ 
f 、 サィドな ど 林に接郎もしてな 
く遇っただけで PT 、 これになど 
さしょう も虽りません□腊截 まで 
本来の白み達のブ レ！ が顺みなわ 
なかっった爭が残み皿でなりません 
及、を個人の故曾と しましで、 大 
まな 試合になつてケボをし、ろん 
なに迷惑かけ、ずまで柯好為に練 
曾して朱た か、 と思 うと 情けなく 


なります。がと言いましてもなけ 
です ので化す 岩り ません。もけを 
よい反省が料に して今媛、韩圉に 
对し 今までお上に を々 な 画を強化 
し、迪をの 自駕はもちるんので、 
より rim の迦醉と支えがぶ頭なの 
で陆ないでしょぅか化 

日 亦ビクク I 奋藤ゆき モ 

もにとっておめでの八ム式国浩戦 
でした。前 凹 0颖普試合とは、 ま 
っをく 違った 券涵気を持ち私な 身 
もがし、緊嚴気畦で韓国へ 入国し 
まし. た。 

そして、.窺いた 爭は 一年 前に 來 
た 時に 比べ、台穂は別としで 韓阔 
が川びた爭でした。日本を 出る. 時 
から、 が韓国 戦のみを巫点 的に 練 
禮に励んで来ました し、 ある 程度 
はいける、と 思っ ていました。 

学をが1|::©化て、避二戰、 韓闻 
国 素 中 ふの固らしく超满 員め 観衆 
を集あ、与ぶでは、-考えられない 
くらいの劫化的汚恐丈合間、ド— 
ム形の 体 宵 館ゆえに まともに お嗚 
し、 頭の上からたおかれる摄なも 
Q すごい声驛でした。 

ゲームを振りおって、一晋磁じ 
た亭は帯判の判をでした。はっき 
り言「でハンドボ—ルをしている 
といぅ極じではなく、(ソドボ— 
^ル.ルでバスケットをしている 
操な銷措にとらわれ、かし齒い当 
りをずるとすぐ、 ィエロ）カ ード 
あたりの顿きをモット ー に疏んで 
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きたお崖にとっては、嵩泰をつか 
れた判をであり、どめチ T ムも同 
じといえば、何も言えないのです 
ボ钻に盛じた爭でした。をの点を 
碧国チ！ム.にぅまく使われ、お画 
私連の拖合、上で戚擊になりボ— 
ルが真巾に抵まってしまいました 
サィドマンであ-りながらず ィド 攻 
華やポ K 卜な挈が化来をかった事 
が、とても撰念で化方が あり まぜ 
んでした。をして、前 平り T ドし 
ながら鞭半、白み连め于 I ムプレ 
[が出来•す悼ってしまい。そのチ 
[ ムプレーに‘舉加化来ない白みの 
力す足を感じ、 とてち 心残りでし 
た。 

今回の試をを损り返って、感じ 
たずほ長身にこしたまは、お-なま 
せんぷぶモにも兒モ並みの-スヶー 
ルの大きい、蔚の睡さ、耐毕；力、 
力強さが孤耍とされているんだを 
と滿感しました。でも、かさいぶ巧 
はかさいなりに、が力、精進して 
がきたいと思いまず。 

をして、この摇驗を、なんらか 
の形でをかしてけきたいと思いま 
ず。本当にを離ぅございミした。 

東化ムネカク清おみょ子 

麗お回世砕遇手植大会アジ了予 
讓が、お巧六日ょり化日まで、韓 
国ソウ瓜学生ホ育館において日本 
韓国、を間の立み画が泰加し、二 
巧縮当りで巧なわれた。 

化場参加湿をの.年齢は十九ホな 


上+セ人、十 A ホ试下十 I 二人と 上 
り坂の選手ばかろで、しかも，甘辨 
チームは蔚校をによって化表户ン 
，ハ！が彌成きれでいをめには篤舎 
ました。円本では世を遵手權巧泰 
遥手に遵おされでいる妇は、小化 
ホか一一十よからだと，思います。，巧 
碟が一般還おでチ！ム巧編成がさ 
れていたらどんな.チ3ムになって 
いただろうと遮じました。霞国に 
ち时播のことがいえると思いまず 
日本はといえば、モントリホー 
ルホリンピックに韋加した进ホと 
A れ替って巧返り、故でもかでも 
世界田レベルへおづくように、一 
が問厳しい練裝を積み重ねてきた 
わけですが、やはりホリンビック 
に贵加し でい る六名の-先單に比べ 
ると、私を含みて若い愚手は甘さ 
があったのではな'いかと姐いまし 
たボ、柯ごとでもを具が、む】つに 
なっではじめでチ！ムの和や赛师 
』河ができるものではない4と盛じ 
ましたし、脈鸟と.い 弓. ものは、 コ 
1卜の場だはでがまるのではなく 
口"が Q 吐活を遁じての姑がつきに 
よって皆影響を受けるちのではな 
いかということを強く感じをした 
又、こめ大公では先單に頼りす 
ぎていたように呂か自身、今考え 
でいます-ダ1ムは前半、後半と 
いう晤剛があるのですから-、いつ 
.でも吏化で杳るようにならなけれ 
ばなをないし、ホリンピックに化 
嚴した選モを翻かした記爭などを 


みると全員がそれぞれに、罔みの 
特徵をよくつかみゲ！ムにをかし 
ています。 

今度の大会でち麗国を！ムの 
スピ]ドをパヮ！に欧れたと 思い 
ます。辑固子1ふのお力を重点に 
したトレ1ニンダは、弘をちにも 
よい者宰にをりました。.义ポーツ 
は显本、基盤がち切です。次の.太 
自標で虽るモスクツホ y ンピリク 
に向って、一日 rA を ホ掛にし、 
今度の舜国腿のが辱を 晴らすよぅ 
瑞張りたいと居います。 

日本体育大学饒井 S 化子 

今回の大をは、化界遇ず腫に山 
場する為に絶ホに惯勝する、そし 
て處概できるとを員が思い、骑一: 
へが発し吏した。そして1大会が 
始まり、台湾と菌国の詠合をぶ学 
し、韓国チ]ふが連な Q おをが早 
い事などわかりました-実阪韩国 
とのゲ J ムめ時、速攻、ゎットで 
は ポストシュ I 卜が 多く 得点にな 
っていました。柏手の通風にがし 
ではシ T 1 I 卜の 媛の もどりが リン 
テンポ遍かったのではないかと思 
います。そしてポスト シュ I 卜は 
ホィッスルの晋告やぺ少ルデーを 
盘識しすぎ、中谊半端に描ををは 
なしてしまったりするのが睾かク 
をと.思いまず。しかし二戦：では 
ロン ダス ロ I から-めシュ t 卜やボ 
ストにがするあたりぶは良か-つた 
のですが、 ロンダシュ I 卜に対す 


る.つめが遅かった磅に思いました 

H 本のま寧では、を鸿の畦は、 
巧点章岩熟しすぎ、ミスが多^鶴 
ったグレ—が多かったと思います 
韓国の時は、立ち上りが盛かうた 
のですが、二試なとも前半はお利 
なゲームだ「たのですが、やはり 
槪ザでもぶちより0患いのが、を 
のまま絹き、中巧しいゲ t ムになっ 
たのではないかと思いまず^そし 
で焦るなか.りにシュート切なちい 
そぎや、ポストのコンビが惑く枯 
手忙ょまれるょうなプレ . ^がおた 
と思いまず。 

ず巧0梅しさをオリンピック平 
還ではを体にはらしではしいと思 
います。 

晕が蓝機横山が靠モ 

昨年れ七月から今口まで1强化 
な茵め遥祕でホ I ム妇もあがり対 
アジ T ず潭めため韓罔に化発しま 
しち 

ホ弛で試合をず.るということは 
とにかくふ]ド作りが太がなので 
その点に関しては特にむがけがぶ 
與でした。 

昨年の五巧に交流試合で背国と 
試ををしましたが、韓国ちじの大 
舎のを'めに相3の-強化をしたをと 
がみられ、今回は轉にポストやサ 
イドを法ったプレ t が多く、ポス 
卜が動いてロン*クシュ t 夕 T にを 
わせるというより、ロングシュ [ 
夕^がテイフェンスを y き省せで 


ボストにボ1ルを入れるといった 
感じで、これに上可てサイドのデ 
ィフユンスボ引き寄せら4、ホイ 
ドシユー .夕 .!にボールを' パスきれ 
でしまうトースが多いようでしを 
巧本と萍国戦は、二戦と电前半 
0ダ—ム报酣はなかったと思いま 
すが、德ザの立ち上りが盛かった 
化，姑に、それボ蟲後まで相手のぺ 
IK に則きおまれてし吏う結果に 
な.？をようを感じがし去した。 

今；被の課题としては、ディ フて 
ン K の強化、特にポストに対する 
防鷄方法が必要で ある ことが橘感 
され、 攻型に於いては 、ポスト や 
サイドをいかしぺホル.ティ K 口 — 
を取れるブレ—め研.架がぶ要では 
ないかと思いました。 

日济ビタタ E ル拉.和子 
アジ了予選を開ぶの日、が靑館 
におを帮み八れた.とたん、耳に彈 
きわたる攪衆め声廣には、ヴっく 
りしました。スタンドは聖腑がな 
いほどで、巧巧めハンドポ ー ルに 
対する捐、むがいかに強いかがわか 
りました。 

山-国•韩国-口本の S 于]ムで 
2凹稱当りで試なが巧な，われ、対 
中同戦は、恶勝でしたが「快撒」 
と巧言えません。 

対韓国聲は、2試むとも前半は 
リ[ドしでいたのですが、を半迫 
い歧かれてしまったのが戏なにお 
います。 
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韓国の.な學は、サイド攻輩が多 
いため、ディフュン K が広くなっ 
でしまい、ボストから飛びこまれ 
でしまゥケ—スが禹かったように 
思います。 

をれにがし' 日本の攻畢は、真 
中が凑い。もう少しロンダ、ポ义 
卜の他にサイドな擊を巧みにした 
らよいのではない'かと思いましを 
又、日本でのな-怕の成柴ボ試なに 
巧なかったことボ非常に巧念に思 
います。 

今回の遠征で技衙がに段まだま 
だ S 本の.方が上だと思いまずが、 
でも、中国、轉画の C ンドボ]ル 
レベルが大きくが-4しているとい 
うことを巧ることができました。 

今まで、畦国は、「が倒： n . l 4」 
でがんがって香たけれど、今旌は 
日本が「巧倒轉 P でがん.ばらな 
けれないけないと塞です。 

ジャスコ河巧荣子 

誰7圃世界みでアジア巧を桓乂 
普、了ジアず滞の為、私违は釉 I 
年組から、全日本4口概を站め、韓 
国を g 提に苦しい殺暨を重ねて来 
ました。 

平選は硬闺ソゥルで關かれを。 

日巧3 nl /' む月9日まで、円ホ、 

韓巧，ムり湾の3力岗が集まり12 

回総当む戰をだった。 

，甘鸿.においてな、バスケット型 
のプレ I で、棄力はを直にいって 
日本の高校左なみど。動き、7ホ 


]/] ションも倘 人も' 日本とは、 
遥っ V 」最辄の試合は とまどった。 

でも 今まで 諫習しでおた事をお 
し、お腿的な事、ミスをなくせは 
いくら-で. も 得点で きた。 韓国にお 
いては、私速にとって袖断の出来 
ない于 I ム。 ジュニで邏揣のま力 
が今回のや 也だった。 

華が玉のロンダ シ ュ—卜を禁戚 
していると、ボ ストが ゆさぶって 
くるという パタ f ンをホブエンス 
の主がにして、どこからでも日お 
に打ってくる。へたに当るとを部 
ペナルティ T または巧告、退場が 
あたえられサイドは ペナルティー 
をねらって 範 に入ってくる。 

おも ディフてン K でおもい「きり 

当ると ザく も變を、一稱 どの. ょう 
忙当ってずればいいのか 迷った。 
不をも大壹くをり ホ 7 H ソスは得 
点おおるしブホ^メ1ションもわ 
りと かかって、得ぶにがし.ては、 
おもい 壹リ強引につっ みんで 巧け 
ばぺ少 ルティ—も くれるのでいい 
が、 あ量りにも私連め ディ フ占ン 
スが虛 るすぎで、铅為させてはい 
けない ぶ も、 槪をにさせて.いたょ 
ぅだ。 

白姑めが祖としでは、申っ ばり 
'甲るべき 事がをされ.ていなかった 
上から がつ串が、自かの役副 だ。 
なでが入った という 感じはをった 
がなかなかなつ 事がうまく孤うよ 
うにゆかず、試合が終わり、殺の 
お曹で脾 わり 本当に肖みのブレ I 


に白情がをくなった。 

を連は韓固をあ-ま.りにも鞋くぶ 
すぎて、いくらゥまくな ってると 
間いてもけして再け るとは 思って 
いなかった。 

ずまで化常珪とやってをて、若 
手に変わり、故初の大きな 大会， に 
をけてしま「た 0. 本当に皆様に も 
ぅしわけないと媪ってまず。 

今後韓同に封してを々、姆軸ず 
る 面杉を くきんあると 思います 0 

世界逼ホ植に山端巧来ない专は 
本当にくやしいですか 

ブラボ 1 H 業梢が かずみ 

おにと「ては、初めての海か遠 
班であ'り、巧ごとにおいでも，ビ 
ックリし'たりす□オロとすること 
ばかりであった。 

まずは、巧日の年：巧の中で、- 
蒂こまったことは、韩国姑時な料 
埋には少しおどろいた。だが、彼 
れ とはおそろしいもので、掃る日 
明になると、志まり気忆しなくな 
ってしまってい 化。 他の S 帯生活 
をする上での本頓さはをまりな か 
ったし、あったとすれぼ言 遮 ぐら 

\ a 

V 

だが、ちちらでは日本詞を訴せ 
る人が多くで，をまりをぅ.も感じを 
かづた。々までの私の頭の中での 
緯国というイタ！ジとは、ほと ル 
どちがっていた。どこをみても、 
これから、 邮び でいくんだ ろ さな 
あ-という感じがし、それに何事に 


おいでも力を入れでいるように思 
えた。国鱼ががハンドボ！ルにし 
ても、他のスボ1ッにおいてあ、 
生活をする丄に L てもをうじをな 
いだらうか。本大をで、な錯など 
は、円本などとは くら-ベ ものにな 
らない。目本り T ダ.など巧なわれ 
でいても、な撒は"ンドボ—ル则 
探の人達がはとんどで入づでも？ 
部ぐらい。韓国ではそ弓い ク こと 
はない。声.提がすごくてまるで遇 
手速がタタ！のよ一っに起みえを。 
をういう中で辑間戦を叫かえ、を 
ず 破じたことは レフ >1 リ ー がまる 
でバスケットめレブ TI リ I しを お 
いかと思うぐらい、香びしい笛を 
ふいた。ちょっとしつこくあ.たっ 
をりなんかするとずぐ普告を患た 
えられディブ H ンスが消極的にな 
ってし ま「たような局が しお。 靖 
王戰ではそういうことも患って毕 
間だけが了ッという輔にすぎ、賊 
果としてじこけでおけてしまった 
だがここで满落ちしていてはいけ 
ない、と2戰目を目積に5点差を 
頭に九れ、気合を今姑上に乂れが 
ムばった。が、2峨目も3:。で 
負けでしま r た。まさか爵けると 
はいうを端な気持ちがこういう概 
をを山しをのだろうか、適去柯年 
間と常に聯「ていをのに：：：こか 
からの韓岡 C ンドボー扣というち 
のを、もっときがしい H をもって 
今まで因甘い考えはすてていかな 
くてほいけないと思った。 
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女子せ界選手権アジア予 

選を鐵戰して —— 

-化セ0 半 当時からおはを 円本 
蛮 連 0即事按 をして いた 閨祕 から 
u ,® 無人な施の舞足に 力を 貸し 
た-人で志る。したがって、モの 
聞ょうや vi ザ巧えかけた 韓国 ホで 
チ ー ムの発おの納段階から今まで 
を見つづけても」た 形と を「た。韓 
自協 会閱係 者は今凹の 女で 世界遺 
を提 アジ 了ず 通は 五 かおみ、巧、 
やや 辟固捜黃 とまでもえてきたの 
で、おも ぜひ 見と どけたい と 一次 
裁のみ窗 戦にお掛けた。 

ここでまず韩 国のホず ハンドボ 
I ル巧を振をかえってみょう。 禪 
巧では を校 体 巧としでのハン ドボ 
C ルは疵んでぁ-り、当時す でに ホ 
•中 •高などの大 をは 盛んに巧な 
われでいた。しかしながらぶ罕- 
一飯の部では決ったチ—ムはなく 
轉国国体の 畔0み 還手を集めで 遺 
(日本でいう 県巧 蚕を进っでい 
た。 一丸 セー年 始め、二— 一二の粧 
験を をお員に 指っていた 白巧髓造 
というを 社が、じ 川•ソゥルの高 
段後费淫 手を樂め チ—ムを错 成し 
それとは ほ材 時の 一 九と一年二月 
溝1 四曰会人 女子否流として 
来日した。 

その時すでに 巧村おと 引きみ け 

プラザー には 腿つ といった 上う に 
U 本の中堅 実業团チ T ふと 化 巧の 
試会をしたが、その年の 7 ぶ稍本 


におげるを口本要業団竭丰植で3 
化となるに及んで、将来の韓国ホ 

あなどれず といぅ 芦が赶った。 

しかし 惜しむらくは韓鬧 巧で も 
巧の.相ホとなるょぅなチ1ムが玻 
われず、 次第に慢ふと選ホの新酿 
巧謝がなくなったことで 停滞し、 
違には解散し でし まっを。 

その较锦菌ホモ邪はやや悼端し 
たが、】かわ阿年第3岡を流 
の頤 、棄京 宜らの型貞女荷、宰相 
軍を の 处州 ，早前を 中心とした窩披 
ホがはとんどのジュニア頭扳ボ来 
口し、 皂古 厘での NBN がに審加 
した。 結果は R なに勝っただけの 
1雌4敗に 校ったが、攸ホらが商 
校をを 業して忠如エ専 、锦星女大 
に入学してチ t ムの锁 化を 企てた 
ほな 時を 同じくしで向花時巧の 贈 
黃モ串太 姫 (ともに 丽 固め デジ 
ア予迸 巧表) を中んとしでに川 ホ 
彼 巧も チ] ムを巢おきせたかこの 
時が めで韓闻で大學 •一 叙の部で 
競いないの時化を迎えた。この 3 
強 時け 到来が韓巧 ホモの基礎0め 
となった。なお 巿役 巧は I . 化 
七六を S ぉ 第 5 回轴を 人を流で、 
またを州エ専も その 6 年の リ闊星 
ホ 大を 1点 票で破って觉 5 巧みで 
学堂父 流で ともに来日した。 

現 巧は 率相 玉適 手を 中、むとしで 

忠师主巧お 上び そめおがの高校 遍 

ずを集めを造躲公社が頸巧を 現わ 
しできており、3础時化におれが 
見られてきているのでこれからめ 


猪 嚴搜揖 がを B される。 

ただ原近では 摇辑情剪の発展 か 
ら 、なな 時けにはなかった语手の 
和退 被の 就業 機会にも 無 まれ、 殖 
乎の斯陳巧强も 可能にをって きた 
この搔な葬が段階の中で、 U 措 
社会人な流の 占めるゥェィド はが 
常に大きなもので 禹 り、 また 韓国 
0トップ チ t ム檀 n ! 子を一貫し 
て 金榮信巧が 当'「できた ことも大 
きな力と なっで いる。 

恥たちが日轉交. 髓を端んに巧な 
って 来たのは アジアすをわち 巧本 
が、対ヨーロッバに強くなるをめ 
でをり、そのためにお 弓の 薛网の. 
レベルアップを 企って ょきラィ パ 
ルとなって もら 5 ためであった。 
し加し 私 だけでなく 日木が-錫踩者 
がよ もや 敗けるまい と思っ でいた' 
辖国に、今回玻 けでし棄づたこと 
に大きな街尝をを けた。 

今回はある思 度 障戦を 予穫なく 
される とは 思っ いでたが、モント 
リオ！ルけ表凌ず© 精神力だけで 
も 勝つものと睛 じていた。だが結 
おは逆にを相ち選ホ ひとりの 稍补 
力に玻けたと言っても過 嵩では な 
い。 私は一か戦め みし か 見て いな 
いので 杭 扇的なことは 造し掉えた 
いボ 、前半の2ぶ差リードが、 褚 
半ずぐお逼取されて逆に2 点り t 

ドされ化 ことならいい、ま.た3固 

隙制で 志るにち拘もず、敗けとな 

つた時点から 強引に巧 なって 決を 
码な4点差を つけられた不手席を 


見るに及んで、 ベン 乎の作戦 ミス 
なのか、 班来对.指を おのが麻なの. 
か、はっき.りさせ なけれ ぼなら を 
いと思った。 

私はもともと現巧の R あ 点 子の 
レベルでは、 球界の ホおを 使って 
まで も、世界遇み植に出瑞すべ 尝 
ではない と考えプ いたくらいで あ 
る。したがって 従来の B 杳のホ子 
強化ではとても 欧加をにをづくこ 
とは開雜'であ. り、々 巧 化けをこと 
がか えって いい刺激潮に なった と 
も恳 「ている。 ここで『姐較じで 
福となす』施带が これから どうや 
つて 化てくるかが問頤であり、 盛 
くずる とこのまま韓尚に ずるずる 


と巧け髓ける愚れずをある。 

従来の題化策を全涵 的に 巧を し 
ゼロから W 発するくらいに考えて 
做しい。けっして個人め祟な閒题 
だけでホけ けず、 日本協会.の-お 晋 
をのものにまで を 入れで考え 
度すようにしなければならない。 

将来の R 本み乎ゆ 離 化に軍大な. 
爲_西に立をきれてい ると いう危機 
愚を持って、撕界すべてが巧剣に 
觀り视もうでは革り至せんか。 

そして骑岗.に隅つ化めといろよ 
うなルさをり標ではなく、世辟の 
上化へ食いをめるよクな子 1 ム作 
りをしていただきたいと成う。 

轟 集 妾 旨 的みな阜 


— 14 — 







日本ハンドボ—ルリ—グ 
前期大会•前半結果 


第 


週 


0巧-日黄子 

6 /W (古一変巧県体育館 

结窜 一 五00 

冰拙技研巧/心 一 3^4 — 


掛鹿 


ッニ UIU /1 ダルス 


巧3回前期 リ！ グ關幕戰河とし 
でも2強の一巧に人りたい本西と 
リ！ダ峨を1颐でもをく離ちおり 
といィ！グルスとの対戦。 

前半立を上がりから，ィ t ダルス 
は本巧3を担藤にマン•ッ f •マ 
ンの.対人防禦をしき相手の 、、.、 K 
をまをい速攻におびつけたいとこ 
ろだが、本曲は頸械なく持も丽の 
ぶ單力で扇実に得点し前半で完全 
な yl ドを尊ぅ。. 

媛华に入り、イ—ダルスは立商 
りを見せぶ巧にゲームを遮めわが 
前半での点差が大きくものをいい 
本旧の撰利に腾っわ。 


战 gu 


洁 2す— 7、1妈 

请、化から涵おお遥を円指す太同 
と、 - H おを每一，てムロ廊の目にと張 


得 〇 2 7 〇〇 ^05000 
S 。 5 u 0119^020 
の巧 梅ぶ 羽西 本 崎ホ 居 木口 
原 

^:本 商池お大梧巧福化腊山 

帥 ¥迦 

リ田野上藤が‘ 瓦 野田 永 橋木一兀 

陆强辆田に 亩ぶお 西蜡局掉か 
51-0:13 じ Ui 500341 5" 

得り 057日 Q 200 i 3_。 I ぶ 

〔 PT 〕 本田お上1 (1) を藤 
日(3。 が賴 1 (〇) ィヴ 高擾 
i 了) 地 本 5 (4) 

りがる 日 新と© 顆幕戦。 

史同はなち上がり良賠している 
昨年め禅点玉葡をを 义夕 t 卜 わら 
はずす；余裕をぶせ、日 か過ぎから 
固いデ^7ュン又、 &に柳川の巧 
ずと4 口い ま 「てを貝がムラな く 意 
案に辑点。 

後半に 人って から もいさき加 も 
裏え を見せぬぶがが进 いすが る H 
新を 振り切って 快 蝶、明幕第一戦 
を 飾った。まを 貞 けたとはいえ、 
み 太 会より お起した日斬 下ながご 
のな <□ 7得点を 上げる 活强が 化つ 

ち 


得 日〇1 3 i 30104扫〇 I 52 
so 04 96 515 OMOO W 
則巧 本 巧底上 もち 巧 山-野 
^‘嫌 艇 
W ご- 诗蜡太吹 翼嗎下晶 R 

^ 善， S 班 


0111211070 0- 
so 〇 4 4 U 巧 3 5 〇 现 〇 〇 
g 『木巧竞上本お茂中冰 

化 I 二筒被太吹関秘下愚な 

^ 寒-調) 

即擔窗井原翰杂原がホ田野 砸 

じ舰大由-秘巧栖大中滿浦ホ赤 
so 0 7 5 6 7 8 3 5 0 06 
0415 3414000 

i : PT 〕 大同 郁 化2 (1) 


〇第二日萬モ 

6 \,u (日】知多ホ体育館 
親客八00 

ホで 技が 6/8 —5 了 日 新 製 謂 

娩鹿 王 目 了 県 

立ち心がり両に憤重になり 
すぎてか、乂 口！ ベ！スで 得点 も 
個人 技に蘭るどいを践 蘭で甜か過 
ぎまでは 逝 力になけた試合 展那と 
なったが，よぅや < 終盤から巧気 
が出始め、彼 平に 入り日新の下茂 
鞭巧ら.の裙溝で試合を 盛り.- 上げた 
が、®貝ポィントでの PT のお恥 
•か橘く、地力に一歩蜡るぶ田が2 
戦日 も物にした。 

献同特な 逆産 U )2 喬霎 

が半 立ち上がり大同の蒲 生を マ 


叫 田野 上 藤 井本 野巧. 歌補 木 元 

踞轴旧拓 壑 氷ち街松 商拉を 
soo 7^ u 0020340 
巧 〇り453001012〇忘 

ン-ツ[•マンに 出た 乂嘟ではあ 
つたが， 尤同の速い パ スワ E クと 
述 けいブレ[であっき.り- 3 点座取 
され、大崎 はを々 と ディ フ 
エンスに 切り換えた。：：！；か過ぎに 
大 崎は41日と 1 点韋 にツ背っ 
たが ここまでで 、ジリ ジリと 大同 
に点 盖を關かれて いった- 

太崎は第1驟目と をっ でか、気 
持 だけ 先行し決めてに 欠くな撃で 
巧者 麻い の 丈間に 辄 葬され完啟で 
あった。 ーホ 大同は 全員 ムラなく 
動き背ぶ、 GK 挪 がと相 まつで今 
シ E ズンの 辟綱 さを うかがわ 世 2 
戰 a を 姉った。 


得〇 0110 0-53 3 000 
so 〇 3 3 U 〇巧日 J 〇 〇 . り 
对部山膳口能旧野原怕が岡ホ 

: B 耐厮斉お大新長梅が掃秘命 

叫，， がま.飄 


刚溃韩井願输隅瓶ぶを巧野端 

け柳太由-松巧删太中爾滿かホ 
sn66^75K0fil20 
03 2 33904020 


1 (1〕. 補 中！ 1 ( i ) 小野 1(1) 
大睛吾漲2〔1) .悄厮1 (1) 

I 第 一一 過 

〇第！日勇モ 

G /^ r 〔±) 具巧擇体育館 
漂客 一 五〇〇 

補永樂ぉ那 f 舶 .二 讀 

1-1 玩は满永の商い デ' ィフ王ンス 
にょ.り两 I ごシュ I 卜をがつも掘ん 
どはなまれ禪点できず、 ーホ淺 .來 
は持ち前のホカと遠い動きから甚 
々と得点を重ね 前半で 大是をつ巧 
た。 锻ホに入り元気を取む民した 
I 二貞はを員がよく出り-おぶを上げ 
ていったが、漬永私あ手松奋、山 
本らの沾罐により更に 得点を 蓝ね 
I 二睛に怯腊し 3 勝曰を師つた。 


得〇 021100 0 3370 
so 03石4201山6 U 曰 
則が 松木木村 島中聞お馬 速 お 

にみか祐鈴 山川島^ 村中 西ち 


K 

G 


苦， S ) 


巧 


〔 PT : l 大同化輪 l ( i )大原 


U 井井川野穂古田旧本本駒上 

- S ず端津本極糜ード巧秘山生躯 
SOO 9362507 巧 7^ 
巧 日 〇 だ I リ 1.1 3 〇 日 5 2 3 


日新蜡翻4而 1 S 一 7丈贩ィょ 

巧 ダルス 

両者おに前半お分まではおおし 
わゲ—ム展関でをったが、化せ過 
ぎょり B 新の泉、施旧の述欢、大 
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得 s [大崎] 

0 0を島、 

om 

on 小恶廊、 
5 7巧 
0 0腊の， 
11円野 
17大墙 
I 3祐々木 
4 6むせ 
0 0徳溯 
日〇江島 
【）0お間 J 


[化国] S 稱 
Kf 洒.が0日 
に i 高橋0日 
广庄巧2 0 
中山11 
I 术山0 0 
す歩17 3 
隙18曰 
■ iK 化な0 
お0 0 
晌田0日 

お 




1223 


4511 


〔 PT 〕 大崎ち井4 (4:5 .化画 
千歩1 ( i 〕 山階2 ( I ) 

高斑県民お育館 

蘭客一|二00 
〇ホモ 

なが電機口^、パ } U S 立お木 

両于 I ムおに緒戦での対戦であ 
ったが、若干岡きが目立つ立おに 
淵し凹立が島巧のプ y—K ロンか 
をの3稱点などで祀巧し、前半日 
立の1点リードで棘わり、援半に 
人ってからは、よぅやく鬧さもほ 
ぐれ木素の調子を取り.玩したぶお 
が王くをり、泣野を中んとして票 
原、掃口をのポ K 卜、カクトィン 
などで加ぶ巧-か過ぎには319と 
迦点し化巧がま堪？操をつかみ1そ 
のまま終盤を迎え、刹か過ぎに姫 
野ががイ即しの稱ぶで追いすがる 
日立をおり切った。 


背〇 01620王0 0 2 OU 
S 001 巧4曰100700 
が楊 沢井巧出お輪，户靜上绿瀬 

W 高 ホ 山島 亩ホ大ん數氷を小 

fl > -- 、 - H 

K 

G 

.15 — / . 


が 


社當 •1 


P 山が野捉下避立口お巧山 
击 林 如 
w 丸ホ姫窠平紀钢檐福慰 言 

S 日0386804扫1曰〇 
' り1己04り12 0 00 

0男子 

本旧技研如麻 U ) 巧大膽垣沉 
立ち上がりから-両にが常に 
気かいが入り姐か過ぎまで 4 [4 
と一逝一遇め攻防がお酣されたが' 
モの殺弛力に擾る木おが大崎の-ミ 
ス から-田上、苗田ら田速攻で雷々 
とふ点1前ザを 9 点のリ ー ドで 火 
崎を大きく引.き離してしまった。 

殺半に入っても木旧の執推.な攻 
單ほ攝き、戸盛ぅ大崎を架き離し 
て快腮、3 殿 目を上げた。 この 試 
合今一つ大蹄にシュ ートの 工夫が 
微しかった ひ 

得 G 03曰〇打12 30日1: 
S 004 じ81斗75円02 
别部旧口顆雜巧野原が本岡井 

け岡お掠茜大箭長 稽お療 

K 巧？邊 


G 


凹野：藤井本野山 お 橋木元上 

は柴細極吉水お 两蜡お 桂宵逊 
so OM n 14 2 42 30 ^ 

0 6 6 12 110 2 0-7 

〔 PT 〕 本田田上2 (1} 佐離 

-h 、 ！ > こわす V す襄ミ、ま y 


度の。、ドルシュ]卜などで除々に 
加点し日点のリードで疫半に入る 
後半に人り、ィーグルスは5麻の 
了ヘッドを追上げ巧み逊ぎには2 
点是にツゾ寄ったがをこまでで、 
残り 5 かで口新に进攻、えットィ 
ンなどで点を法められあっさりと 
振り切られてしまった。しかしこ 
の試合ィーグルスの弧本邁ホの3 
得点が光った。 


得〇 〇 〇 8り石142 2 .〇 〇 

so 日日じ10197に03 

^川田掲本羽西木崎川井括本 
ダ 图 

:!一広本^尚池お大癖师早福化隘 


氏 

G 


(審健 


山播、 A 木らの活羅に巧り2点差 
に迫り極あを大いに潘かせたが梢 
しく も時間巧れとなってしま：つた. 


得 OU 1200200 0 20 
吕〇〇 2 己 39 UUOO 扫〇 
則谷晴旧山山歩游ホを木巧 

U 酒高让み本西崎 A 木 




过掌 ‘11) 


り保志口下山木田田山本 

.久山平秘金鈴河お稱辻 
S 〇 〇 〇 1 G 6日14 4 〇 


ジ 


对巧本おお上-堂ホ巧か野 
裔报 0 
巧 一二简徳太硕擬 te *> 端白 

S 日 OW 99 目060じ〇〇 貼 

得〇 03曰34040 曰 〇〇 & 

〔 PT 〕 日新 脇お2 (2】下扰 
2 (2) ィヴ間橋 1 (〇)姬本 

2 T ) 巽2〔ろ 

〇同 女子 

ジザスコ化國誤む 

丽 平.化国は動きが K ピ]ドにお 
け再ニー放つシュ t 卜も姑綱のため 
得点に掠びつけることがでを一ず、 

I ホジザスコは聪下を中，むに金巧 
和巧らの動，きも‘なく翦実にお点7 
—2 の自点り—ドで後半を迎える 
搔半に人ってからは、 化国 もょ 
ぅやく本来のぺ IK を取り戻し一 
進 一 退のゲ—ム展閱になり- M 、 


0040301 n^loo -_9 

〔 PT 。 ジ*秘下 1 (13 化国 

農2 (。) 

〇第二日男子 

E / け(日)新居お巧体育絕 

绩菩 moo 


湧永藥品 


1^919 一ち大阪ィ 1 
^7 — 6. /1ダル K 


K にしでは大事な金星を选してし 

まつた む 

0 2 0 2 2 0 2 7 0 0 0 - ^ 
S 004 り5335い004 
の橋お西あ廊川井居尾ぶ 
ク 原 

W に本商足大搞卸早福化が赖 


7 L [ 


区 

G 


門(ぉ.輝趙 


ィーグルスは G K 本因を中もに 
ディフェンスを阔めを擊しでは欄 
ホを中ムに地一兀出息の高橋、橋本 
の ffi 睹で善戦、前半を同点とし後 

更入る P 

被平に入って，前半と尚じよぅ 
をゲ]ム賴關で！遇一退のな防戦 
が體いたが、钱り3か满永は拙禮 
の特点で やっとり E ドを 巷い、2 
か前ィ I ダルスの H I ス谓井がシ 
ュ—卜を被.つも续放 G K 今ホのが 
ずにはばまれ、そのままゲーム終 
了と な「た。结、氷にとつではをし 
い一戦を勝ち取ったが、イーダル 


ザ城川野留本田阳本本駒上 

^ず太渾木賴聽ド巧松山里池 
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福并 1 (.1) 

0同女子 

火临富请巧化匯銀行 

前ホ郎披後日みまで商チ]ふと 
補点なく静かなゲ t ム販郎となっ 
おが、リーダ初戰の大腊はキャり 
了と力補いプレ t から巧が強則に 
二述結嗎点をたたき出し、その後 
も y 1ダ初出福のお井が PT を決 
化-ぶみ過ぎには .3 i とした。一 
お化圉はミュ r 卜に今一つ卫夫が 
なく、ょぅずくぶか過ぎから山晴 
ボ0^了ををむ2点を返ぇしたが、 
大禍柏井に W な、のかと PT を決 
められ51とされ、大赖にホ遵 
稚を損られてしまった。 

德ホに入「てからやっとぺ I K 
をつかんだか岗で、一遁一退のを 
巧が親り皮げられ、.路了間隱モ歩 
の得点で一点差に ツィ 窗ったが、 
そのまま ゲ—ム較 了と なった。 
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0女を 

ジャスコ史面雜ムホ 
ムホみ夕立ち上がり9單菊合の 
シユ[卜•リバウンドを8番米野 
がよくフォ P 3して视点し先巧す 
るも1ジザス n は7を相田のフジ 
1スロー.からの稱点.で1 — 1と L 
そめ彼ちザい動きか-を.ムネカタ摔 
昔をかく乱し着々と加点、前ホで 
大差をつけた'。 

儀半に入っても巧祗ジヤスコの 
.攻醫は挫えず、ムネホクの巧-一げ 
シュ——卜もジザス n GK 久悼め好 
守にはがまれ、划 —9 0 ホ基でジ 
ヤスコが巧し巧り3鹏目を上げた 
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が賴村奶久.氷離野合お野井音 
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卽 寶 . 11 ) 

^报本山下’旧木田田山木 
；一み山平秘盤鈴財苦揣 i 

3000^02880728 犯 
徑〇幻0601450422 洲 


迎えた。 

.權ホに入り日薪のぺ I スでゲ I 
ふがお貼されたが、三県も村巧を 
中‘心に非巧に盛り-上ボりを姑せた 
が、日新が退いすがる ai 思を辛う 
じて振り卸り2離目を上げた。 
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日新製融扣^日— 9 一 w 三 

前半二’玩は日—ソーとリーピ 
たものむ、 9 をが凹の能攸なバス 
了—7 で香々と加点一進一潭のな 
防の中で 9 !9 の同ぶとし.後半を 


¥謡} 


ち 

-きれ 


媛半立ち上がり W み間に大間は 
6点述取しゲーふを決定的なもの 
にした。その挺一二瞄もよく健聞し 
たが及ばなかった。 
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日新咖若1了) 


齡同持强艾 IU ) け二-臨商会 
前半巧曲'まで 51 日のシ—ソ I 
ゲ—ムで好ゲ I ムが予がされたが 
その後地力に宿る大同が違実に加 
点し前半を乾了ぶ 

释リ0812り. 201003 I じ 
SUD 到22270320の-の 
剧ぶげ子木方無置およ原す 

に十口田げ髓摇近棍祕 I 二む金 
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圍ホ輔川！^ホ谷田韩翊 I 
化测大中巧挪太中潘お柿山赤_ 

S り日日化5扣〇250 が 
岩〇 〇 9 3 4 417 R 〇 2 U 驴 

〔 PT 〕 大同潘を2〔0〕互陽 

m 2 百) 


e/M (±:J 太お巿^ホ育お 
链密二五00 
〇患一日ホ子 

奢—里 ^ U )5 强ムネ 

前半ム本みク、ポィントゲッタ 
—靖水のロンダシ A I 卜、 PT に 
ょる得ぶでで巧に試なを進め漫半 
戦が非常に興味を持たれたが、機 
半に人ってからは立が、桑原め違 
続ゴールをお切りに本来の調子に 
戾っわ立でが意々と加点、追いず 
がるム 'ネ カタを 振り 助った。この 
調合ムネ カぶ、 鴻水の 9 闻点は太 
いに涵是を硬かせを。 


稱曰 0 Q 〇 9 〇 〇 1.0 〇 〇 
sool 3^ 004000 
樞村姉巧水藤野 i 井靑 


3 
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ビクタ—を倒ず/, 

口蓋木品 N 苗なピク 

郎半開姑日か間両にやや魏 
きが画く倘点酷く15み過ぎから- 
ょ ぅやく 調ず をつ かんだ ビ タタ！ 
は染；4^斉廳の PT 、 穂窟と得点 
一方5化も水上、ホ嫉沢、亩巧と 
得点しにみに313となったがそ 
れ姑禮ビタタ t はシュ]卜か I 放つ 
も y 立 G に商摇のが-ザにはがまれ 
加点できず、述に口立は H 1 ス島 
田らの得点で保々にビタターを離 
し前半を9 . ~ .3 とな点说リ I ドを 
奪った。 

後半に入りやっと持前の調子が 
かて来たピ クタ E のな舉により一 
点ををぅがゲ[ムが捉開され観衆. 
は 大いに商いたが、截ホお 9 !4 
とするも丽半での 4 お麗が撫をい 
い1点差で口立がまたも昨年の王 
者を敗るな星をよげた。 
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パホ聴插属贈苔麗原楠坡田 
5掃 

k 節加掘か.節染が聽江を池 
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〔 PT 〕 日立島田1 (1) ビク 
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だ如 ザ] 及^ ul で化岗錫巧 
化国は前半立ち上がりあ田によ 
る先取点もつかのま、化み過ぎに 
山瞬のミドリシ n t でよぅをく 
2点目を加えわにとどをり、一方 
ブ -? ザ I はを買が'よく走な.ムラな 
く6点をおり後半忆人る。 

後半に人ヴでは、前ずに引きつ 
づき欢め-手に一つおけるお妈であ 
づたが、ブラザ f 凶トップディフ 
卫ン K 中川が、指を肯巧し欠墙す 
る‘といさ了クシ デントから、ブラ 
ザ t のディブエン..が崩れこれも鼓 
礙に化国、山際がよくコントロ I 
ルされたステップシュ—卜により 
日点舌おたき化し、防御ぶ至のブ 
ラザ I を逊いつめる.ものの同点に 
持ち込むことが.できず終了とな「 
ゎ。 
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かっこよくスポーツをし よう グ 
チームのオリジナルユニホームを作ってみませんか 

驗巧スポーツ 

(古景‘本旧技研鈴鹿•日本ビクター-中央大学辆入庙) 

;虫 マ k ホ脈前銀座店 0543-64-4418 
旧 7 '*^巧堂林巧 0543 —日 2—1397 


でょく走りスビ ー ドに乗ったゲ ー 
ムお閱 でぁったが、玻ホに入って 
からはやを祕れの見えで来た ィ ー 
ダ ルスは足がとまり、.逆に 一二 隔に 
速捷を決がられ、立て直しをした 
暗にはすでに運く、击っ さりと ぶ 
点され大寧な一戦を摧してし 車つ 
た。 
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大间の蒲を、ィーダル KQ . 搁井 
と 両エ] スによる 打ちをいが こを 

試を巧見どころとをな、両者共に 

よく動き榻趣的にシュ—卜をがつ 

ていた。前平中盤よりィーダルス 

も尚ぶに追いついたが、後半に入 

つてはやはり地ぶに语る大同の一 

ぶ的な試合となり火会4勝円をマ 

—夕した 〇 
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S 0779047 UOOO 
掉 04 曰 30 丄曰 5 000 1 の 

〔 PT ) 大同を齒、中本、浦ホ 
.み1ィダ大西、湛井咎1 

〇太子 

大崎5品 n ;:) s だお T 

蜗者共に最體まで気め.呼るせな 
いがゲ]ムが展關された。 

前半を2点 Q リ！ ドで折り返し 
た大.崎は、後ザブミザーの段.聲に 
あい别か過ぎ繼半よりお場したブ 
ラボ[、エ I スか藤の P T ゴ！ル 
で3|9と述点とされたが、大崎 
は骑か大骗、到分傳削による雕ち 
避し点をなめ追いずがるブラザ！ 
をくだした。還手とベンホのーホ 
感ぶこのゲ I ムの縣敗を左おしを 
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丽半 關姑槪 2 巧北国、山蹟の f 
T ゴ—ルで化 国が 先行したが、巧 
み週ぎには日立が勺-14と一点の 
り！ドを軍い、ゲ]ム巧容はやは 
り両于 1ムとも気の呼るをないお 

開であった□み松單 OG の荒む 
をった/ンパ t 措 成による化：一で 
を「たが、 地力に 極る日立の貫録 
勝ちで あり、 化 商の善戟 にとどま 
ったゲ] ふであった。 
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がるみ、:::::' M す KAS ぷのなぃ纖と愼れた 
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号を； れ、厚い信頼を寄せられています。 
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この試合、前年0極赌ナ3ムら 
しく、タピ - — ド•慑副を•シュ t 
卜の正確さで键始己隔を圧倒した 
涵永の-順当邸をとい「たところ。 

一二幅はエ I ス関がを得点の半か 
をたたき巧したが、湧永妈固いブ 
ロックの前に潮興的をシュートを 
封じら.れることが多かった。 
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〔 PT 〕 ジャ 
拍教1互 


ドある破撃と正確なシュ—卜で I 
人で9ぶををげわ耻下の活躍.によ. 
り終婚立石をリ I ド、またザって 
は G 技义保がげ守を見せた。立巧 
は王！ス担野が贷辭にもめげず触 
間しをが及けなか「た。 

V 第二商日本リーダ前期前ザ戦の 
おおから、巧すは语永、大同、本 
田らの一二強がそれぞれ無敗で顺巧 
把励ち進んでおり、媛ホ戟でめ卜 
ッブ争いが火いに興がを持たれる 
ゲ I ムとなろぅ。-方、ホモでは 
ビタターが擁戟で日立に敗れ、プ 
ラザーは太崎に化れるなどして、 
巧シしスンと间構の腊乱ボ超ぅて 
おり、 どのチ！ムもまだまだ抽断 
できないが態で、これもまた男子 
と同搔.に大いに興味を持化される 
こととをつでくるであろう。 


な石竜機 

双方 二 敗同壬のぶっかり .4 口 

いとな 「たが、ジザスコは K ビ！ 


が下2 (2;)なお 


はばたけ大空へ 

1 -- 萬7回を国中学ホー大をに富 
せて 

日本"ン ドボ]ル歐な 

会長端藤英四郞 
全国 中学 ホ ハンドボ I ル大を 
も 早やセ年目を 迎え、 巧 密も益 
々ぶ 実して まいりました。 

モ の邮の関係お备なのご巧^^ 
にがしで靖唐を表する も 四であ. 
ります。 

か年のホ陆の 向上に 比べて雜 
合的な 梓力のぶ化は、とみに歲 
者の 普吿寸-るとこるです か "ま 
る■雕ぶ、投げる"この お 本的 
な 動 陸の訓雜の中に祖めて經な 


的な 梓山の 向上が み-られ ます。 

一つの ボ！ ルを通して これら 
の 選 動能力を 向 丈 さおることの 
で，きる ハン ドボ E ルボか 一年 か 古 
妇 聞に 盛んになって いく、これ 
は患晴 しい ことです。 若年の閣 
から陋那された 龍 力は、より大 
を」 な成果をもたらすでしょぅ" 
み年が ホ諸 お/ 

恩い っ扭 りおって跳んで 
悅げよぅ 

普段 鍛えた間おを ぶっつけよ 
さ - 
語 おの S は大きい 大迎の 
よラに 

本 大会の成功を巧って —— 




—1 D — 


















































































































お好みのオプシヨンが選拆裝貴 
できる新機構/ 

リモコンカ、、タイマーカ、？ 

セットポン 


柿-かをを本用脂によるが明町化じ、.ビデす巧巧 
のが巧-お怖を招-お，どず才ゃオーデイオをがみ 
合わせて、巧る巧しさじ巧う-ぶしさ.をブクス4 
ダイレクト逆なリモコン、ミたはデ y タルタイ 
マーが巧み込める「ホットボ y _ f をにじみ巧.をむ 
お祀をそむとでレ、 

击す 


ビクダーローン- システム [ 殺巧ローン、 
ッバ^1*ブラパをご利用 < ださい， 


く新摊売> 

旧型 C - 旧 7 S 巨 

本体‘屏单砸な155,000円だな試 

♦ビデオ码お面台、りちコン、 ダイマー， ビデオカセツ 
夕一などは剧をリでず e 

ピク g —鑑1圖65— 




FV £ r-=J 


II 化雷シェルター 

P " エ集所楠お駆中 
特訂が 
実を巧票4が 
意匠已件 

mM t if 


雷災からコルファーを守る大崎の FY ケージ 


巧京ゴルブ俱ホ巧 


いま、巧をなゴルフ：®巧りが'、 

杜を的な二ーズを呼んでいます。 

もしフレー中に雷に尝ったら、せっかくのナイス 
シヨ、シトも、命がけで逃げなけれは’なりませ/ U 。 

そ如な時、安全な待避小屋が髓えてあれば、あな 
たの ZU しフ場は完璧です。 

落霞は、瞬、攝所、人を選びません。受をな待避か屋 
^大崎の f 丫ケージを適所に設置して中に入れは’、 
雷災方ら完全に保護されます。 

©乂崎電氣工業がまを社 

本な東京ま日お川区東五反田二了目二まお号 
巧（の） 443-7171 (大巧表）巧41 
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プレス-ルーム <11> 


杉 山 茂 

- —— NHK 運動部一 


■女す敗退はホ制お直しの菩飽 

世靖みず显手橋了ジアず選'〔6 
巧 - y なル}.における円.巧チ！ム 
の贩退は、まつたく予想していな 
かつた人が多いだけに、城挪がな 
がつている0 

アジ了めタィトル—マツホで、 

日本が敗れたのは、毋女を颜じ初 
めて。いつか、こういう時が来る 
ことは聞つていちか、それが、あ 
まりにち早く訪れた、といクのが 
卒直な巧象である。 

をれだけに、本格的な酉速には 
手間どりをさで、来年のモスク7 
ホリンピック于逆は、とりあえず 
応為 S を施して#み、强化即画 
のねりなおしは、をめあとという 
城外に、当座の遗はないような気 
がする。 

日本が、ここまで追いこまれて 
しまつた强吊は、いくつか考えら 
れるが、つまるところは、「が棘」 
へ目を向けすぎたからだと思う。 

鼠なの強化梢扇の軸になつてい 
わ Q は、ョ In ツパの截く厚い壁 
を打ち破る策ばかり。 

了ジアの巧表摘を手にずるの-は 
班をの事実という"廿さ*があつ 
た。 

これまで、円本補会は「世界」 
で敢かても、それを、をまり碟く 
进及しを.かった。 

を ぜ款れたか、. よいう 1肯聲はな 
く、なぜ臨でなかったか、 という' 
反省に校始していた。 


たしかに、これは前向きだ。だ 
が、そうした姿驳をとりつづけら 
れたのも、『了ジ T 」 では、いつ 
でも勝てるという安、むがあったが 
らだ。 

をの巧也が袖がとな日、そしで 
今巧の欺邁になった。 

さすボに、いまは、なぜ勝.てな 
かっおのか、とは誰もいわない。 

H 本協をは、はじめて"股 W " 
を探らざるを得なくなったのであ 
る" 

「世が」で職てない通おという 
のは、男ホとも、おつくしていお 
威じだ。 

だが、敵因となると、これまで 
そういろ經験がない？だけに、あ 
れも、これらといわれているよう 
だ。 

酷なみかた，いいかただが、こ 
め瞪、をうしたものをいっまい、 
化しがったほうがいい。' 

男ずとで、対岸の次ではないの 
である。 

去年の了ジア疆を植〔タクよ J 
卜】お後、中国のとっている積極 
的な园勝を流萊は、もはや、日本 
をしの V 卖ぶを貯えきせたという 
声がある。 

頂点対萊、強化が報とは大穿な 
遙ホ、 K ビ I ドのある遵手を集め 
て、4?がを巫ねていおばいいとい 
うわけでは去るまい。 

今阿の敗.退は、日本瞄会の強化 
体制化なおしをせまる些蟲だ。 


かつてないビンチを迎えたとい 
う危機盛、蝴近感で、 こおから好 
口-孕 橘舎を業を遇め' ていく こ'をが 
唯一の活站であろう。 

■擅しい日本リ I グの盛お 
诞もなく前砸.を終ろうとしてい 
る萬二一回日ぶリ E ダは、これまで 
にない親宴を動員しているようだ 
逻筑妻が、加なりのムリをおっ 
で、「過報， JHU -1 ュ——ズ」を 
茹巧しでいるのをはじめ、盛拋の 
ホゲには、当然、いぐつもの努力 
◎稷み重おが.あるわけ担が、每加 
チ1ふが、ようやく「7了ン.に推 
ていただく」という、日亦 y — ダ 
の大命題を预轉しできたことボ大 
きぃ U 

二年视の発居当時に比べれぼ、 
プレィトーのブナーは、格段によ 
くなったし、それぞれのチ—ム、 
プレィヤーに、 R 本 yt ダらしい 
麻格が磕じられる.よさにをった。 

このふ T ドは'、これからも、な 

ふとか伸ばしていって絞しい。. 

好感を抱げるチーム、内容の為 
る試な 〔この 点まだぶ帝分だが〕 
がつづけな、愛時者、フアンのを 
は、白搬と会場へ向けおれるだろ 
うし、 そさなれ時、 マスコミも 故 
づではおけなくなる。 

いつもいさぶうだが、大観康を 
載巧している焼技は、マスコミが 
お先棒をかついで捕り立でている 
ぶではない。 


マスコ，、、 の井目を.崇めさすだけ 
の"ホ宰*を、それもの面ホはし 
ている''かもをのだ。 

ちう一つ、活気ぬ画(もと)にな 
っでいるのは、ま荷補をの熟態で 
ある。 

6みリーダ閱懼をきっかけ忙し 
で、ハン.ドボ]ルへの関むを高め 
させようと十-るそ•の姿熟は、いろ 
いろなアィデ T を化んでいる。 

前座みードに H ホをこらして、 
当日を.「ハンドボ t ル■デ I 」 Q 
ように彩ったを醫もあるし、ナィ 
トゲ—ムの痛りを也紀しで、中学 
生郑には、ぶ兄尚げ想待毋を稱え 
を输会もある。 

なかでも、端玉顿会{袖和を墙) 
が、来場した フアンに' 「ハンドボ 
I ルを見ながち-、ぶいに騒いで、 
日々也に0もったモヤモヤをがき 
山し.でしまろ」とがびかげ.たこと 
は固•歌的だ。 

■耸溃のム t ド-つくりとともに、 
そこには、八ンドボール界とい弓 
かさを世巧だけを相をにしていな' 
いにま，.深さを盛じさせる。 

ハンドボ t ルが、ハンドボ]ル 

醒係者、特をの禀好者だけの姑で 
親しまれでいるうちは.、大きな発 
损を望わない。 

U 本リーグを献にして、ハンド 
ボ！ルという K ポ I ッに娇りをを 
を、くらしのなかのホ>.シ义にハ 
ンドボ—ル舍塌をみたてるぶうな 
隨をが山てきたことは赔しい々 
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—健康は至上の歓び 

織強化•虚弱体資じ I ' '式公?'ぶ 

•じんじく巧化てキス•がミツ日‘•關巧お巧ス.ビタミシ8。麵 +1 I 击だ1 •. 'ィ 3 

キ 3t-L 才た公 


♦巧お人を，*き•牛黄•ビタ吉ン日，•じおじ < 抽出エキスお巧 

Li^tK 店]，の。 

C 効能•効果） 

■ 滿養強壮 • 虚弱体質*肉体疲巧 
病後の体力低下，琶陽障害 
朱養障害-発熱性消耗性疾患 
妊娠授乳雜などの場合の朱養補給 



ぶ^湧み薬品株式会社 

;ご^本 化大阪ホ巧を臣桶を 3 下目 1 を 3 日号 


大阪ホ巧を臣桶を 3 下目 1 を 3 日号 
で 553 T E L (曲） 4 日日一 8 9 0 1—6 
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広 A エ巧〒ロト日 4 TEL 扣目巧巧 ）2331 
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■みす バリやロスを W 巧するた A の 巧みのを 巧 のれを ■ <々旺互巧330370そ） 

•遍 K の gi 桂を W ホニ■スボンジ•ウヴシ H ンのがリの巧いかぶ •- 

« ii の任じず <■ れ、巧 a むぶ洽いとながな Ht ,&» のためじ、なれのみなけシユー并ヒしでか 
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f か f みゴムエ樂がす会社 


M 年业に丈るジュニア⑩部を設け 
る ごとにな「た。 

とれは、学 主 巧睹迷幻が 聞 策と 
ジュニア強化と いぅ、 巧 木瑞舍の 
お攝に合わせたもの-で、 成果が期 
待されるり 

今年の東西 対抗 (窮，女)は， 
9 巧 巧日、 愛知県が巧結。 



来年も8チ—ム制で 


日本 リーダホモ 


日本り— ダは、 二方なお、隔議 

をつづけでいを 乘のホモ宁— 
ム 数を、玻巧 S のまま、提牽おく 
ことに かめた。 

これは、 だ乃 4 曰の遵巧雷真会 
で# 最攸決お*したもので、 3月 
いちどは 诀議し、 八ム 表した.「二部 
强足による6ず！ム制」は、男で 
のみに 適用ず る こととなった。 

も 子な 于 1 ムを 「2回紹当み」 
とするか、 「 i 巧憾当り」に縮少 
する かは、.徳お運営娶員おと目本 
協 無が、 来®の K ケジュ I .ルを 
調睛したぅえで決める。 

◊ 

口 本4—ダは、 あ-.. っさりと、巧 
容ぶ棄をぅた 「た 6チ！ム制(本 
詰雌号韋澗) を 引つこめてしまっ 
た。 

1、二部のポ[ダ{ラインにあ 
る チ I ム閱睹者から、 強い议抗が 
志つでの ことと を えられるが、 い 
ずれにせよ、 y 本リ E ダの ボディ 
がミ年 目を迎えながを、まだまだ 
ずべてに 不安定、啟頭を養したも 

のとみなければ なるまい。 

を 巧 通りに 落を湛げわため、ど 

こち波廊を受けるところはなく、 

きしたるが聊もないままに、終り 

そうだが、残.ななのは、二部を作 
ろさと 践與 のよい巧け再をかけな 


がら、 この 一ニホ月關いっこぅ、そ 
れらしい 孰きを見せなかったこと 
だ'。 

0本 y ! •夕未加盟のお業チ I ム 
は、現をも いくつか ぁり、 それら' 
の関攝者と 曲を して、リー グ 入り 
を柴學するなどの觀力が、当が、 
払われでょい 私のだが、ピ本協尝 
も、「これはり] ダ 側の問頭」 と 
がかり、まったく閱ムををさなか 
ったの ながい。 

いきさかず手瞬つ づき、 脚搔者 
の 歯切れも盛いが、こぅなったら 
归 ブラス チ ー ムが琼面しで、8チ 
1ムにょる巧容充奠を、フアンの 
前で示すことボぶ粟でぁろさ。 

案連を長杯女子大会 

運営の巧き違いで延期 

前 六 回全口本実述を疫がを国お 
巢图ホモ大会は、6巧お a 或京. 
駒 沢体 S で、日ず—ムボ韋加、 
全日 本自帮隙選ホ棉とがせて巧わ 
れる ことにな ってい をが、連営上 

の 巧 ゆちがい.かを、 自衛播バ I 卜 

の 2 試合 ボ瞧っ たところで なち切 

も. れ、今化な 降.、 なめて摊かれる 

ことに なった。 

大をには、 5 チーム⑩恭，加が予 
をきれ、主管を化頓きれた全日本 


白街隙.違盟 ほ、 白辄贼3 チ I ム、 
実棠団3 チームの2 バ J 卜に进け 
ぉ 衙隙パ E 卜 .は、 第の 回を 日本 白 
極隊 女す通手 権を乘 ねるとした。 

ところが、 ち 搁隊⑩ 2試をはず 
定 どおり 巧 われ、 一一 1 お中を捕院 ( 
泉京〕 が 決瞧で 市ヶ路 ヮッタ 〔東 
京) を 巧— 3 で破り，涅勝 。した 
のだボ 、巧歌山県商工 信巧粗合 ( 
和歌 出】 と三洋電概(岐阜〕は、 
大会底前、 す娶 加と なり、 兰枯中 
央 .前院は、 集 連会 持がを かけた洗 
聴の相ホが いなく.なった。 

本来なら、 一二 お中央病瞄が、棄 
憧勝ちに むるところだが、 和歌 山 
県商工信巧 粗をと 一二が 竜槪には、 
を口 本自斬隙 選手 權⑩耍巧が送ら 
れ ただけ で、 をのためパ黑崔•し 
たこと が刮り、 を 日本実述とを 日 
本 自衛隊迹では、急きょ、 「大会 
の走」を 決め、一一看 类巧隔 に 
事情を說閱、を 日本白窗隊 强み檀 
の搜腮トロブィ— だけを授与した 

< 王 日本 窠連では、 今秋な降、 改 
めて黃 ち 巧大会の 耍巧を 作成した 
ぅえで、關赠するとし.ているが、 
三 宿 寞擠院 の 取り扱ぃはおを。 

報遣顆 儒など、外部にも雅泰き 
れ た全闻 大会が、このよぅを形で 

f にを 「た四はめずらしい。 

学を東西巧おに 

ジュニアの部 

全：！一本学連は、 今年の 「を a 本 
学を遵お東西が な」から、 興で 一 
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☆いま、話題の / mg -/ i 新聞です•グな 


■aamt 


毎巧10日- 25日発行 


まを 


豪華な編集，執筆陣で豊富 
記事が、いっぱい/ 

年間購読料3,600円（技ぶ） 


が読ホ望の方はネ社へちがきか封書または B 
枝でお申し込み下さい。巧おし砖替用紙をお 
送口します 


11 乂ポ-ツイぺジト 


[ 本が（まま戴 t 點?是端ぶ E — ぶぶミ U 



•な女 irkirk 考 iK な未 irk 

海タトトピックス 


杉山茂- 

CNH 托迦動部；) 


ブやミルヤタに化ってタリボカピ 
'ッチ、ョボビッ于をがを快な攻畢 
をみ苗、 タリ ボカピッホは叫ゴ ー 
ルで将点王。 

2 化田ソ連は、マキシモブ、ク 
リモフらがをををせず、巧巧ヴュ 
ニアで関攝若を遙贼さをたブロブ 
が货場、即ゴ I ルをあげ、大端め 
郭判をいっそぅ高いものにした。 

コ t トサ イドを挪かせたのは ス 
イス。同结は、世界遵手疆 G ダル 
—ブだが、さき忆桌嘶驶顯貸けの 
墙化プタシを打ち山し、贡々とそ 
の成果をあ-ば、ゾ述を破るなど3 
聪2贼での3位はみごと。ッーリ 
ンダ、十セト，シャ—が.、アブホ 
ルターをの攻畢力は、なかなかの 
ものになっている。 

他の3国は、ル！マニ了は GK 
ぺズバ！トランの师 h ! k ボ巧す 
ポ6ランドもクレムべル被き、ハ 
ンガリ—はおをがまだ安定せず、 
それぞれ。脑試し.，にとどまった 

ユ！ゴの-- ^ スイス 

V 述巧——别杂 i ブンド 

ルーマニア刘-^ 八ンがリー 

スイス如一1 W ル1マニ了 

ユーゴ如 - -卽ボーランド 

ゾ 連け(か〕け ； fi 

ポ^—ランドの-巧‘スイ K 

ユ！ゴ巧-ハンザリ~ . 

ソ 連孤 SW ル—マニア 
ユ—ゴ巧ル]マニア 

ポ f ランド.別一-"刘 A ンが y 1 
スイス础——乳ソ 連 


スィス？ 31 — m ハン ボリ！ 
ソ 遥、化 IU ュ I ゴ 
此—マニア部—のポ I ラン P 

〔順を：一通ユーゴ4撒1服③ソ迹 
3職1か1敗愚スィス3觸2厮馈 
ポーランド • ル — マニア3勝3船 
感ハンガリ [ i か4殻 

ソ連、東ドイッとかける 

/ユ—ゴ女子国隋-^ 

一方、带十 A 回女子ユ I ゴト □ 
フィ— (ザダレブ—力ろフ)は日 
リ巧曰から^:;口まで巧われ1今冬 
の^憑す棉で樓腺を争ぅとみら 
れる强豪5み国が參加。靴戦を；が 
じた。 

期をのソ連一^ ドィッ 戦战、ず 
想どおり、 K ヶー ルの大きいが試 
.なとなり、前ザ戒ドィッが、':点 
巧リ 1.ドを帮ったが、ソ速もな聲 
⑩同点、引尝みけとなつた 
牠の3ホ国な、両ぶに化べる.ど 
攻挈パッ I で一歩を職ずった。 

各国とも、ほとんど世が還手植 
に向かぅレ半ュ5 ! を揃え、マヵ 
レス、スバレ ] ワ .( ともにソ連〕、 
マック ( 媒ドイッ ). ，ステルビン K 
キ I ( ハン , がリ I )、スラジッチ 
( ユ！ゴ)、ミクロス ( ルーマニ T) 

をの惶なが光った。 

また、ソ惠がぶ：ホ © G 区スパル 
を出端させ、話適をまいを。 

ソ 迎如 ——U ユーゴ曰 
おドィッ巧 — 1。ハンがリ1 
ュ — ゴ が - 2 . ル]マニ了 


ユ—ゴ站1旧ユ！ゴ B 
A ンガリ1:3 f U ル—マニア 

V 迹け C 分)化鬼ドイツ 

ソ 連ほ——8 ル E マニ了 
泰ドイツ U —— が ユ—ゴ百 

ユーゴが C 驾化ハンガリ— 
柬ドィツ 別 — M ユ！ ゴ 

ル1マニアユ1ゴ B 

ソ 連巧.——6 ハンガリ— 
ソ 連 U ユーゴ 
ハンボリ EUI 7 ユ t ゴ B 
廉ドィツ？^—— が ル[マニア 

〔傾'柿。®ソ連4勝1な(稱失点 
差糾)③東ドィツ4碳1か(の〕 
感ハンがリー‘ユ？ゴ2腊1か2 
敢⑥ユ I ゴ B •ル 3 マニ 了 1进4 

肢 

プルガリア国 ブルザリアホ 
際は東ドイツ子商踞卜 J ナメ 
ソトが G 月なかばバル.ナで閲かれ 
ユ I ,コトロフィー⑩师蟲に立ち寄 
った泉ドイツが、決勝でユ t ゴを 
巧 IU で破り摄滕を姉っを。 

3化みお戦のハンボリ —1 ル— 
マニアは ：3! h でハンがり一。地 

元ブルガリ了は5化だった。 

世界還手権 IHF (国随 ハツ 
C 組をせドボ ] ル連盤)はこ 
のはど、今化 U 月 yR から犯日 ま 
でスイスで巧われる谏 W 回世界達 
す捶 C ダル—ブの予還リーダ姐を 
みけを発表しを。 

患.加するのは、ヨ t ロブパの9 


々国で、ホ遇3組の職者が、来を 
2巧 K ペインにおける B ダル T プ 
兼モスタリ■ホリンビジタヨ1口 
ッパ最禪ホ進への化瑕雁を得る。 

なお、 C ダル I プをイギリス、 
ベルギ — は棄権した。 

0ず遇 A 組スイス、请ルトボル 
ルタおソブルダ 

V 同な驰ホ]ストリア、ブイン 

ランド、イ K 1 . 7 エル 

▽问 C 稱 ノ W ゥエ1、 7 T 口 — 
諸島1イタリア 

中国、仏国 フミスの有力 
隐に善加かスポ|ツ概*レ| 
キップ"によれば、今^^月ブラ 
ン K で行われる国隙男子卜 T 户メ 
ントに、中国が泰加する。 

厨卜 T 4 SA ントには、ボ ー ラン 
ド、チユニジ了、 T . イ义.ラン.ド、 
ブランス3チームがが場の'斗をで 
中国が、ョ]ロッバのビッダト t 
ホ/ントに姿ををせるのは初めて 
だ。 

ラテンがは ラテン粟諸国に 
ル—マニアよる恒测のラテン 
ホップは，ル■プンホ〔仏)に4ホ 
肖が泰酣、各国ジュニアナショホ 
ルによる熱戦をくりひるげ、フラ 
ンぶがスペインを破る疲祀などが 
をったが、ず趙どおりルーマニ了 
ボ3戦全聴、梗懸を愉っを。 

遠來のブラジルは、やはり-力不 
足 Q 王うだ。 


$ - ョ]ロッパのシズ：ンは 

软日月から-双年日月までとみ'てい 

、〇 

各国とも y — ダ鸭、カップ戰を 
遅いところでもな月 S y までには 
换えで、ちょさどいまは"置体み 
J というわけで、あまり火きな動 
きは伝わって来ないが、この時捆 
端一のピッダトーナメント「ユ f 
ゴ’トロブィ[」が、今华も男女 
お華な韻ぶれで巧われを。 

かつて！！一をも卓加したことのお 
るタシマィダンろップは、6月の 
日から7月1口まで6力国が扣瑞 
で争われわ。 

世界理手摇後、各国は、端ぃぁ 
うように、あ力な若ホを十ショナ 
ルチ—ムに加えているが、この大 
会でも、そろいった新選0活潭に 
を nn が崇った。 

を拐したユーゴは、窩^ホルバ 


- ぶ — ^ 





"まごころのおつきあい"が 
松たちのモツ I -一です 


^あなたの銀巧 

3ク 

l5 






化國銀な 


W 


♦本巧石川県金沢市下堤听•巧鋪石川 >富山•福井•東京•大阪•あ古屋•お都，102か店 


テ-—マは 

「人間と機械」 

盛械にできることは樸械じまかせ、人間はより創造的寡野での活動囊しむべきである」：： 
これが立あ電賴のモット ー です0 
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名■地單生 



アテ V ダス 

トレ— ニングス-ツ 

Made unttef Adidas licenss 


adidas 


琉球大、化州を制す 

初の東北女子は岩手 


♦化海道学生春季リ—グ (4 巧’ 
堂補ホが巧結〕 

P > 巧子 i 部 

化教太酬蛇に— IK 化巧学园 
か瓦 X 大 W —— fi 化雜学画 
化ぶぶ^^8化星学圆 
化教大溯聞：： K み】 U お滿学國 
化 大別—— .3 化見 . X ぶ 
北ぶ S —— 6化稱単菌 
化恩 H お U —— 日化星学園 
お 乂 日化教大劍蜡 
が滞学圃 U 1—. 6化星学固- 
化教大細. 赌 W I —4北見王太 
〔順位〕®化大4觀を滕@44教大 
訓な2膝 1 か1贱 f 見エお2聴 
2蚊®北報が闆1腊1み2敗魯お 
星学閣4を 

W 同3部脯なの至蹄でお顿お教お 
他川®小蜡韶大風-化海道 H 大 
0 ぶず 

化燕火挪曾 —— 2化數大祀化 
お教大驯贿 W ——3化教太姐化 
口 順位；一®化.鼓大姻路强化韻大植川 
令東化罕を曹一牢リ—グ.〔6月•替 
楠県 K ぷ 1 ッ - V ンタ 1} 

男子7 化決をリ I グ 
福聲大巧 I ^ に宵城教火 
宮城教大到-^0山形大 
福な乂圳7山形大 


|>间4 ^ G &決をリ ！ダ 
お 手火；！弘前太 
岩 ホ大规鬼化 工大. 
站前大ぶ^3墨工大 
p > 同1 〜 3巧が 定リ I ダ 
あ化学院明 —— W 柴ホ大 
拙，巧大の-—巧ず化大 
束お华 臨の —— W 帕お大 
〔损輯脈位)® お 化学院®帕お大 
领素化ホ堪岩を大®な前大够東化 
で 太®掘结 大®宵 城 教太⑨山形 火 
V 女子 お 酷 
岩ホ大 U ——？ 
♦化信越を左春畢リ—ダ〔日月， 
む扣県体^ w ?) 

V 予還リーダ A 組 
おお大に^ ^ 2福か大 
福井大 K ——7金狀美 工大 
金沢ホの——2金於 葉エ火 
J > 同 B 組 

拽山大4金犯匹大 
を报 工大25 i , 信叫大 
當山大 uls 金' が工大 
搞州大の — i n 垒於医大 
金讽工大 邵金が 医大 
な州 お9——7 省 A 大 
0^?>.6化決を幽 
な 邮大扯—— が 金が英大 
可 3かかを概 


能本大巧^^ U 九州エお 
一 > 同2回戦. 

西南学瞬抛— 2 九州共立大 
琉球大棄 摇東お 
福岡大 2——£: J 熊ぶ前大 
大か大別——9福岡工大 
九州大 K —— の長燃大 
端岡教大^ —— U 庭把な大 
乂诏米て大化 —— U 巧 瞬 太 
龍本大泌症〕パお州距大 
V 同準々決滕 

骗岡^别|も大が大 
骗飼大幼 —— 7 能 本太 
琉茲太梢南をお 
九掛大3 ——； 巧义留ホ X お 
7 同準決勝 

疏读大む ‘—— 化 描 間ぶ 
九州大 U ——9お岡教大 
V 同決聴 

流球大互で九州ぉ 
V 女子り I ダ 

福岡大 W ^ ，巧 九师み大 
輔岡大 S ——6 楠岡教太 
お州み太 W —— 9描岡教大 
〔順化〕雷福岡大風九卵み火③堀岡 
教お 

▼黃け回関東を生新人戲〔6巧- 

- 顿叟 

V 君子悚勝 

法 政祉 I ず口 大 

p > 女子りーダ煩な®宽女伴大 ⑥ y 
体風筑波® H 女体乂感東な学芸大 


金‘讯大 S 而 U て今空大 
♦中四国罕ま春を リ I グ (日月- 
铜山ホお肯錯) 

ツ項子1部リーダ 
ぶ大福山の^^巧握 道 
忘齒太^の山口大 
愛媛大如^ C 3 修 避 
原大福山の^^巧故島太 
山口大巧——巧愛嚴大 
成ぶ福山リ —— U 愛媛大 
ぶ島大姐僖 道 
ムロ大 Kiu 化大福山 
雲賴大^ ^姐島乂 
山□大扯—— U - 0 道 
〔顺位〕風山口大 3 脈 1 敗硬な大福 
山3勝1奴®墅.媛お2勝2 敗® 広 
島大 2 臨 2敗 ⑥修溫 4敗 
0同2部陋を通岡山大©広鳥工大 
③む根大@松山爾火⑤徳駐大 
v 巧3部 M 怔忠.音川大©山口太エ 
学部風近太県工学部®高巧大⑥息 
取大 
V ホす 

ムロ大 S ——4 厨山県短大 
山口大巧^岡山太 
岡山県婦大 U1. 山岡山大 
〔响な〕®山口大③岡山県な抽大感 
岡山お 

♦第 W 回(女モ第3四)をか測を 
を選手柜(日月•销本水前寺お肯 
館) 

0巧で1回戟 

鹿おな大別—— ぉ 九州東解大 
ち崎大 U —— U 能ぶ工大 
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アスファルト • シャンダルの中で、私達の身体は日を 
追ってなまっていくばかりです。レッツ*プレイ•トゥ 
ぞャザー。一緒に身体を動かしでみませんか。スポー 
ッが身体の^ [5 じなると、次に獄しくなるのは自分に 
フィットしたトレーニングウェアです。最初は1を好さ 
えできていればと,思ってた気持が許されなくなってい 
くわけです。そんなピュアーなあなたに推薦したいの 
が、日本初登場のドイツ、ヒユン/ ル 社の スポーツ 用 
なです。レだャー&トレーニンダスー ツ からを種スポ 
ーツシューズ、 ゾくッ ダに至るまで、々ラフルかつ撒舍旨 
美を追求した义ポーッ巧品が各極取り揃えてあります。 
時にハン ドボールの 又ポーツ 巧品に関してはすべてが 
巧意されています。是非、御利巧下さい。 


巧ん5 

大の質易樣ま会れ 

ホ阪ホ南区照浊新地3 •巧プリシス技巧 F 
T 巨し 06-211-8365 

発をを 

ダブルスコア 

巧な幸巧却 (M ホ OB) 

大おホ岳区銭戚巧地 3-27 夕 J ンスビル 3F 
TEL. 06-213- 7221 


DIOIUIB 

L 

E 

S C 0 RIE 



ヨーロッパの口よ 

タキザつ A ム 


本せ：東京都千巧田区鍛治町 2 — 1 — 5 工場：ホ房木工鳩-泉川工場-仙台工場 
本部；硫木市祝巧6 -30 盛岡事業所 
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缺富木兰 
dr 

ill 親茹岡 


おりないホ巧へ 


甘本ではじみてステンレスの近化めち産方式 
を卓ん、夫をををを可诚にし、為お^!^或!:よ 
0身おかなものじしたのは日苗 f ががて'ホ 
当社はパらしと終を時ぶち星印）をちットー 
に V 二がスをンレス巧をはじめ背通が、時辞轴， 
表面姑巧巧おなどを生.をし、ま:かなホ巧を a 
指してホみ坑けるが台■スチールイーカーでホ； 


覆)日新離 B 

、 r 、ノノ 呪，いけ h けが ■ ■ A 

片げぉ . fc 〇 n ゎ軒社] *1 なか干 IM 


裸 馬 
昭 辭 
白 黨 
圃 芸 
駒 込 
閒崔爭驟 
s 大 I : 
實姉巧 
爾を摩 
城 担 
広 括 
井草 
お並 H 
豊多摩 
足立東 
み 山 

S 

獨生 
墨田 W 
化國 
昭和 
お 並 
化留米 
U 骑 
学大が 
度大一 


第如回をホ県高校総が 
6 /3〜6 /5若手大グランド. 
巧を化(男•女)が制ホ/ 


▼男ず-.〜.二回戰 
蓋が南巧^ -6 
义慈如——に 
巧卷おに—化 
盛岡 I 二お4 
贴岡 H 引——4 
.が お巧 


基石棍 
盛岡二 


7. — 2 宮 古 
: ― ^3 平銷 




巧猜農の——4 
皆 ホ巧——ぉ 
盛岡商が——ち 
盛岡 I 7 
▼同 I 二回戰 
巧卷化扯——7 

水沢那- V 

巧卷攫に—— W 
盛脚一 巧 ——8 
▼同军み腺 
巧卷化が —— — 9 
需岡一じ——9 
▼同决腊 

巧盤お高盛岡.一窩 

W 女子一回戦 
巧變か31 


盛岡凹 
岩 ホ 
盡石南 
岩手爾 
I 戸高 
一関： 丄 
生席竿詞 
瓶岡高 
大 迫 
义 慈 

盛岡一二 
W 岡：丄 
言 ホ 
盛调商 

ホ 'が 
巧趙麗 


巧馨巧だ——4 

一 戸 8-3 

お手女9 -日 

大お商 W ——3 


水 が 
盛岡兰 
藍む南 
福 岡 
义惡山お 


巧卷農 W 視於尻街 
t > 同二回戰 

巧卷化5^^日化帯南 

岩宇ホ ー‘ - r 2 一 戸 

盖お瞄 S ——3 大廊齒 
盛岡二 ^4 巧卷度 
可同準汰滕 

巧巻化_り——2 岩ずホ 
基が瓶 d II 4 盛棉二 
〔尸 TC 2 li で签お掏が進.'ホ) 
可同ホ縣 

满巻化高の { JU パ}4畫石袍窩 

〔描上の..拆お、化蓉化が巧ホ揣い 
绍モは3年振り3度目、女子は7 
年振り 2' 度目の读腺〕 

(男子)中大巧高が快勝 
東京都商该総が 

圈が带一球な攝他4を坂 
▼罵子-回戰 

一二 脾胖— しい 音 壬 
化多を化.—9 雪ヶ醫 

本 雨目-4 巧 宮 

純 捕お-.—3み金工 
巧 巧卽——4羽田エ 
蔚击森巧 II 9筑お大巧总 
江戸 W ：2|——7 一二 賊 
お W 不戦勝が城高 
辭 込 w !7 江 化 


納星單圃加- - —4 
y 大 II 不戦躁 
西 ^ —117 

葛飾野- W 

日体大が原邪——巧 
育 山引——4 


お 语 
廊中巧 
ホ 草 
上 野 
起.並 H 

目 晶 
置多摩 
芝工大【 
お立廉 

国汾寺 
南荐飾 
新お 
扉の川 
化 圆 
一二 を 
晒 巧 
町中袁 
景がム 
日 野 
学ぶな 
立 商 
ホ を 
藍* I 
ザ同二回戰 


の - 3 

Ei I — 巧、 
那-8 

不戦聴 
す戰概 
f 4 
す獸懸 

如-5 

。——指 

(PTC) 

U ———自 

の— I 自 

——7 
^——8 
不戰滕 

ぶ-了 

^-1 

お-—じ 


不戰腺 
M 1! 5 

0 I C 

如 I H 
班—— が 


向 な 
化を 
3歸エ 
媒 疏 


姉 

玉 

劍 

該 

刚 


城 

恤 

ムロ 

出 

被稱ムロ 

両 国 
UUX 臣 

蘇 留 
顧攝学 
昭祗】 
青山学 

武朦工大枯 

鼠願を 
關成 
裸 W 
「八王寺 
城 化 
篡西鸦 
部波お駒場 
化を 
調ホお 
巧 祗 
.お种# 
青稱東 


本 师じ——7 
巧 代網-19 
皆+森の —1 9 
江ード W W —3 
缺 川の——に 

周 無 W -4 

東太巧抓——に 
西 の——か 
U ホ大法原——日 

畜 山引- B 

耐 中服 —— n 
师中西 U ——化 

上 野扣- Q 

目 嘉町！—む 
基工大一 W . I 4 
国进寺胡——4 
南荀飾す戦滕 
新 お如^6 
I 5 H < 学蜡木戦髓 
駒乂试 W — 

一二 をが -i 
腊中東 K ——巧 
東村山躬^^9 
惊 成.淵——2 


五 


商巧—— H 


巧——な化多摩 


ホ 若化—;: 
▼同二 I 回戰 
お 星巧- — 巧 
种 化別——3 
江戸川細^ — S 
国 立引——6 


第如回全岡高校ハンドボール選手権大会•各地す選金報止口，：…货 
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厳己惊藤碟兰 
が 成が？欠 

女宅女： k お宅 
巧 U 1114 6 9 

I I 1 I J 1 

7 7 2 2 3 8 


廣秦戸座希川ち 
进 な 
応醫境間丘お.丘 


蘭雪学五 
多ヶ大 
摩稱か商 


互にお豐:化府共江 巧ま農 

神多姜 戸 島抑-大 
商馬が摩摩中をリ| 商立一 


ハンドボール仲間あつまれ/'' 

ワニスポーツ 


東京都杉並区久我山 2—12— 9 
TEL 03 (332)7415 
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藤巧お 
於成ホ 
鞍ぶ商 
S 宅 
接水商 
が成女 


^15 
^1 —目 
不戦膝 

の——巧 

S ——4 

が!ぶ 


巧 

蓝が山 
日 0 
本 酥 
漂 業 
商か导 
义極米 
熟 宮 
占 梅 


〔頌な風二韋③薛がみ③碟水商盛 
校成ホ) 

(男子〕法政二、(女子) 

巧倫が制す 

S を度神猜 W 県高に総ホ 
日/別} &/な (7 日間〕 
法政. 1 H 岡ダランド他4を端 


►ま乎一回戰 
鋪なを；^——じ 
聰隠 ：516 
多 摩到 I ^日 
群逊の . —〇 
覇背学巧 
相樸工大峭不戦& 
平 疆如一 
帮商工の——7 
ホ 旧如 . —4 
火 ^ n ——の 
滿 卽 I — 3 
撰 野 WI — お 
泉 の——8 


城 山 
荷淨 
ホ巧屬 
竊がを 
撰裤商工 
瑜 ム 
ホ祸須泻 
神杂エ 

W 1 =- H 

麻禪ムロ 

诚モエ 
畢ヶ髓 
上淸南 
相 黯 
酷 丘 
损お常 
横お商 
科爭技 
金 井 
运 モ 


A お隘華 
ル お 
武葡 


茹大一 
神 巧 
四嘗商 
桐册ホ 


東大和の ——S 强 
A 体火在曆别- ^3 靑 山 
廊や®;^^^姑 中 
拓大一班 ——9 上野 
中大がの——に日 巧 
国舞苛の——6芝 H お一 
骄宿叫 —— u 南盈肺 
DH < 単蹈 U ' — W 立 川 
駒大高の ^^ M S 宅 
廊中東柬村山 
按 成那——巧おお 
が 息乳——1 M を 
▼同巧回戦 

# 巧げ——巧明 皇 
む戸 M . ——ぶ国 な 
口み大祐原^化東ぶ和 
巧大ー ロ—— ぉ 脯中巧 
中大な姐——国み夺 
早ホ学院化一新 宿 
齡大高お——.5麻中東 
巧 成3——がが 倉 
▼同五回戟 

神 巧け——3江戸川 
日が大を原巧 t に折大 一 
中火が骑 i 日 D ¢^<学綺 
巧 ^ M —— U 损大蔚 

▼同を朦リ—グ 

中大が神 化 
S ホおを原別——巧神 化 
中火か挑^^ U 日が大を原 
巧 成お—如神 巧 

中大が W -8化 成 

口休大を原のな 成 
履姑®中大か⑤ y 佑を原③巧成 
盛^^ 


可 女子 一回戰 
五 商别 
藉飾商 
南多度 
江柬商 
本 所 
哉，蔵ヶ丘 
當 業. 

み 山 
な 樞 

，阿嵩商 
武 哉 
ブ同 二回戦 
五 商巧 ——4 
学ぶせ^^2 
化戸 W s ——'3 
苗ホー不戦勝 
雪か暂 U ——7 
南多摩9—— -2 
巧 9 ― —6 
•密が山 
巧 巧 
化多摩 
日 巧 
ぶ 新 
農 業 
闻か寺 
遇多摩 
四替商 
义错米 
駕 宮 
も お 
澤大一 
桐朋ホ 



U ——ぶ 

UIO 


不戟滕 
9-3 

KIO 

巧——3 
ぶ‘戦勝 
S -4 

tsO I— J — -CN3 

如 -—3 


蒋飾巧 
小 平 
日 盛 

一 商 
園 票. 
調ホ北 
江崇商 
賴當饰 
深.川 
巧豈学園 
0 霜 
武藏ヶ丘 
永 山 

二 補 
招 和 
言 丈 
府中常 
墨田川 
青山学 
日大二 
光丘 


一一一 商 

地口祥ホ5^-1 

お屬丽 — ..n 
▼同 S 回戦 
兰 宅 W ——4 
ご戸川9-—5 
が大【巧 '— i 

井 草 U - - 12 

骨'3■目 - - S 4 

巧 巧巧 
化 妻摩 9 16 
藤がみ别-^〇 
巧成女别 一 ^ 
豊多障 H I ^ r 2 
巧租商 
お巧井 
な 尾 
祠刖古 
S 商 
枚水商 
▼同四固戰 
S 宅^——日 
拓太 I U ——8 
神化 U 17 
藤がホ s^——i 
お破み別——4 

凹将商扣- -2 

楠朋女^- —9 
塔ぶ商3^ —2 
▼同五回戟 

一二 宅ぶ！9 

騷がみ巧 ，16 

惦成女 7 I -5 

秘お商9-4 

▼同み踐リ！ヴ 


不戦縣 
W ——2 

8 - -•も 

が I — 2 

8 —- — .T 
日， _王 















を.拨 H 離立化戸県ホ主 驢ち平川大松城露祿 
ヶ 鎌 川 j り雜 おな 崎 がヶ 

井を野お骄倉塚幡摇南 巧を沼お津願ん应丘 


巧親祗北當 S 藤攝お留 
’台 情 沉ヶ岡 

ェ城遁饒岡浦巧をェ見 


桐度戶 III 太平多 
蔭お懲巧和沿摩 


願 哲 

顏寶爭 
损妈萊 
希望丘 
相模愚 


照商 h ! 
P 野 
g 野 
熙商工 
日 野 
関 東 
岡大会へ). 


関 束如！ 7 
►同ブロックホ瞬 
法敕一一巧 —— n 
県商工巧^^^ 

B M M —— -n 

関 東站——2 
マ同み據リーグ 
な驶二班^ — 9 

関 東 W - 18 

法政一 I U 孩 
闡 裘雖-——6 

稱醋王 U 19 

法な二化 ， 1 9 
〔法栽二が3願で全 
ホ子一回戦 
上灌南 U ——7 
ホ川輔 W 1 4 
川 和 n ——日 
化簾倉化——3 

日 野 6 - 6 

檐ヶを 9 . — 30 
北 陸？ —— 5 
裔 お：：：—の 
相模厮巧—,6 
0 同二回戟 

明 補巧- -6 

江 稍 &-5 

柿 を巧——〇 

川 和 7-〇 

京 蜗6.-!5 
恳木商：^——6 
上请 7 JJ —〇 
を 巧百——6 
多 摩巧 I !^だ 
秦野巧——^ 


嫌急学 
蜡園 
翠蟲 
相撰エ太附 
生 田 
極 

攘野 
巧を丘 
座 間 
藥野 
ホ W 崎 
商大高 
立 野 
光 陸 
術尘 
県川蜡 


ザ W 踰 W —，'ぉ 
瞄大商？3 1—M 

B 碌如'- ぅ 

相菌原化——7 
立 野巧^ —4 
光 陵站一6 
削 麾 ulf S 
柿 を盤一 
涌 得■巧——巧 

県川蜡 9- B 

►同二回戰 

法政二が- * ，日 

多 熙巧-9 

霸曾'ザ.化 
平 お地日 
昭-禍 H E——U 
大‘初! 

東 n - - — .9 
W 和リ ——巧 
爾望；丘明——ぶ 
戸 禄化 U 
鹿 化孔——6 
H 0 巧^—‘9 

巧豫睛‘り-7 

刷 摩巧——5 
願 をが——自 
関 宗别 f —， 4 
▼同云回戦 
法政二朗——9 

額背学 K - 浸 

県商工の——9 
鞠お度じ —— U 
が聲丘 K———H 
日 野 U ——8 
相横お；：！——日 


(；：1.了じ3|1で0が111回遮巧；一 

讀窠学 Wi 5 大 和 
横滨東 qld 北 慶 
高 损—日麻蕭音 
高木，双商 け -3 0 風 

希望を 6 I 日窩 津 

県商工犯 3 相段原 
▽同一二回戰 

明.滴8 ! i ) な 南 

川 _和み-方柿 を 

原朱南 U ——3 京 お 
を 巧口-^5 上 蕭 

多 摩 7-目蕾 野 

衆 n —6 寫妈が 

高 醉-8高木女商 

県梅 H ——2飛望な 
V 同ブロック決勝 

输 9 —ん 巧 
吐 円6——5厚木滴 

多 摩 6-3 隶 

県お H S . ™ —8高 お 
^>同決騰リ^グ 
明 输；：——4里 巧 
鼠お H 日 . — 3. 夕 搔 
明 S W —3 多 摩 
県前エ5 [4 ホ 田 

を 旧巧^-2多 摩 

明 愉 8—15 赎おエ 
C 的倫が3勝を上げを国火会へ) 

〔男子)氷見が圧倒的な強さ 
で順当瞬ち 

お信越遇ホ植富山県丈会 
目\3 —6 ,5か輕间'が 

▼男子-回戟 


富 ム s , il 班 d , 
二上エ U 1,1..有 磯 
富山エ巧‘—，’8 辑 W 
< 尾畔 ！--- 富山甫 
▼同【一回戰 

氷 見邵， —4 富 山 
簡陶蘭則—— 巧ぶ报婿 
新 强 . S :1 ほ高 岡 

0 大 W - -& - - fr - X 

か おお —— S 普山 H 
富山商地 . —さ化 木 
青山中な——が富山東 
高問商郎——7 八 度 
▼同 I 二回戟 

氷 見站7窩岡南 
日 大削 i 4新 媛 
か 杉の’ 扇山南 

商岡商-3 宮山中 

▼同準決勝 

お 見—5日大 
高岡丽巧—— 巧み お 
▼同を勝 

氷 5 gu )1 尚岡商 

巧 ホモ】！ 二回戦 
富岡み9 . ^日富山み 

清 光9-4 育山虚 

お 磯8 ——4嵩岡み 
目 大巧一 -4 み婿が 
商關商お——3富山化 
小 が糾‘ ^ 3清 光 
可同準決勝 

を 魏巧. — 12日 大 

高岡闽 - -4 ル 較 

V 同ま胁 


す，磯共^::;;丫窩岡商 

黄 n 回岡山県高校松摊 

6〜6/4岡山损山岛 
▼男モず選 卜—ナゾント 
會 エ：3^ — g 破 -堀 
天 诫巧^^2檐 社 
實 南 . ——9 邑 乂 
水 H ：?——6芳 鹿 
▼同み觸リ—グ 

蔚 H 化——-8轉 商 
水 エぉ il.8 巧 城 
氷 H U i — ，7 & エ 
な 南. f 13 天，燕 
(結 fH が2敞1分で额後蝶) 
▽か子ず運ト ー ナ X ント 
で 潘巧9槛 組 
遺 潮。 - G 津 高 
m 合指— 6裤 商 
E > 同決膊 U ! グ 

天 域目 - -4 倉 巧 

天 城 9——. y 燕る 
落 を巧.！：目愈 商 
(巧失ぶで落をが3度目め揖觸〕 

{勇子：}久留ホエ大巧が制す/ 

福岡屬离体連創な W 固年記怠務ホ 
日/3 •j 陆 妾エ简 

筑幾み学露窩 

►男す一回戰 

ル食題别~~4西陵局 
香梢‘一向の —— S 一二池商 
西南商站——5曲 W H 
靖岡エ别一 -5 巧司离 
お秘高那3南円化 
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お海丘折——7 
か會 H 巧^ — .8 
久工大附窩孤——目 
▼同二回戟 
か倉西巧——9 
霜岡 H U 1!— 4 
粟海お巧17 
义工大附高が I a 
▼同準決縣 
か食巧3——6 
义工大附高 g 




▼同決滕 

黯織て u 巧 


泰涅窩 

福瞬簡 

宗露窩 

香植高 
西頭离 
若松高 
か倉ェ 

搞岡ェ 
東海五 

一日ホ倉巧商 


V 女子一回戰 

宗像窩9-8筑紫中巧离 . 

「 V 同 i 一圓戦 

宗隸高.巧- '.4 明並〔高 

を海お化 一 ^ 古貴高 

福岡罰6-5设观烏 

筑紫女化 ——13 福閲ホ 
可 同準汝勝 

東湿五 W -7宗鞭高 

福禪巧7-4 筑紫丈 

!>同決滕 

亲摇潭五7 い福岡高 

第；5回関東高校選手権大会 
6 /3 )6 /5廉•和市立高校 

ザ勇モー回戦 

8#1^ ^ 


廳 岡目1 8 

S } 1 

ま 井 g _ 浸 

(群馬。1 

拓大一 4_9 

童が) 1 J 

ま 田 3_2 

(山韻)1 1 

川口 H 9_2 

(埼革)1 1 

D > 女子-回戦 

魏 原117 
寡城)1 

罐 I 

岡難7 i 

ま 井 i _ _ G 

(齋曼1 

种杂圳商 / h 8!3 

§B 

山 梨 6_2 

編)1 

一产：1啡一 8-3 

桌，堅 

流山畔巧 7’ ij 

辛葉〕1 1 

マ毋子 I ;回戦 
関萊学臨卽 I U 
中 is 附 1 r . 18 - 

畫恐 2 1 

明 晶が' —— W 


浦和酉 
(埼丢 

辨 崖 

票寶 


班——^ 

2 
2 


繁 4:1 


M 11マ 




馬 爵 
(颗木) 

巧学隘祇木 

轟至 


_八千.巧 

罕葉) 

日大關誠 
(山梨〕 

麻 を 

藻城) 

清 氷 
(静岡} 

垢遵ヶ丘 
(神奈 W ) 


(埼玉) 2. !| 1 

C 

吉 阻の巧 


藤がホ 
(東違 

甲称靖 

(s 

W 口女 
(埼玉) 

蒂ヶ崎二 

裹搜 

佐 原 

罕棄 

多 摩 
CS 化) 

W 口化 
(蜗玉) 

佐膝学聞 
(幹馬」 


県お橋 

(桐木心 
沛和西 
佐 原 
藤 岡 

ま 井 

捉大 I 

岩 井. 
象城) 


^昌 岡 4 1 
(强馬} 3 

▽女子二回戟 

淪 


明 

(神祟川〇 

P W 
(山頸) 

巧巧女 
(埼丢 

本聲追.こ 
(茨城，) 

俊成学辭 

重髮 


W -5 


f I , I .-■] に 


M ——に 


兰 宅な ——9 

お木迪1_.〇 

(髓木」1 

蜗和学院6 ,1 〇 
A 丰葉)1 1 

▼男す ill 回戦 
中大附？ 

法政一一5 :^—— S 
川口化の • ——巧 

富 岡如-4 

マ女子 I 二回戟 
巧旧み自：一5 
水谅體二3 ——1 
H を 8—— .7 
昭和学院& 7 
▼男子準な勝 

中大附高別{則：：；^ 

川口化高 

▽女子準決勝 
水海迫二の (5 —1 

昭爾学院日/"目—4 
寫 i —3 


川，ロエ 

園学院橄木 
流山中を 
ち 井 

神お川空 

出 製 

群ホ疆大附 
(前馬：} 

滯 原 
ホ山城南 

関報学院 
明 畳 
旧 化 
ま 巧 

0 輪 
が成誉園 
日 W 
横木ホ 

} 。，法政一富 
^3富阀高 

一2巧旧，又子 
高 

y ， 吉宅高 


▼男子み総 

II ^ps 

巧女す決勝 

巧 U " 


lil 


昭和学齡 
高 


游寶県を選会 

目/化糜描王高ダラウンド 
(春季太をベスト4により実施一 
▼製女の部 

八髓高1ム米原高 
高島窩 W —— U 薛根柬 
▼囘決勝裁 

A 幡主商又曲巧高島商- 
で八幡 H は日 年述硫ぶ 画目が場〕 

▽おすの部 

彦根南化 -1- 4 大津前 
宇山女3——5高島高 
▽间決勝戦 

掃も u )7 解山き 
〔彦根南はおお場) 

第の固長野県高校ホ育大会 
G 巧3曰、4日 
一尸倉町県民コート"総合佐育韶 
異子•上田高校、女子•ル諸商叢 
高枝に常冠令 
▽巧子一回戦 

小諸商裴 W 2長野萬 
野が南；^——7 屋 巧 
小 諸巧——^美須々お 
巧 ^——3東攝第ーニ 
野诉化の-7が本據ケ崎 4跋 


マニ回戰 

上 旧3- — G み諸轿業 
か 諸挑. ——. S 巧於南 

化佐义農の-9 巧 出 

坂 城別 18 骄が化 
▽準決勝 

上目3巧：了ル 

化佐久農。巧 N パて垢- 
P•T ’ C にょり北が义農業 

パ決巧。巧 U ) に i 佐义農 

▽女子リ I グ戦 

小諸商-裴巧{^;1;^}3拓 典 
ル諸商業：巧 


巧 


美須々を 巧誦 U 了化農 
美須々丘佐ぶ 

自田器 UTI 复農 

小諸商業葉頌々を 
佐々互 n : 丫 


II 

ル諸商業益 U )3 錬曼農 

り® sgu )6 を 

義々.店。 f 巧 U }。 日 


义 


巧 


i が小諸商業4蝶2な黃お々に 
3勝 i 敗3な円巧2勝2お 4 
披お义1勝3な日が化を义農業 
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城諸 




きょうの反省を、あすの練習に、試 
合に結びつける……スポーツマン 
にとって、大切なム、がまえです。常 
により高度なお術をめざしてチャレ 
ンジする——それはプラザづが目ざ 


してぃるものと一致します。技術が 
チームメートの信頼を支えるように、 

お客さまの信頼に応えるのは、高 
度な巧術にまえられた品質111がに 

ん I 、爪ヴ夺ム•、 dsi ブラザーエが巧ちを社 

ないのですかり- b W ブラザーミシンぉまなまを泣 
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